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目的
このドキュメントには、このリリースの Oracle Hyperion Planning に関する重要な

新情報が記載されています。Oracle Hyperion Enterprise Performance Management

System をインストールする前に、この Readme を熟読してください。

このリリースでの新機能
Oracle Hyperion Planning New Features を参照してください。このリリースでのイン

ストール、アーキテクチャおよび配置の変更内容に関する新機能については、

Oracle Enterprise Performance Management System Readme のこのリリースの新機能

に関する項を参照してください。

インストール情報
EPM System 製品のインストールに関する 新情報は、Oracle Enterprise Performance

Management System Installation and Configuration Readme を参照してください。EPM

System 製品をインストールする前に、この情報をよく確認してください。

サポートされているプラットフォーム
EPM System 製品のシステム要件およびサポートされているプラットフォームに関

する情報は、Oracle Enterprise Performance Management System Certification Matrix に

スプレッドシート形式で提供されます。このマトリックスは、Oracle Technology

Network (OTN)の「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」ペー

ジに掲載されています:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html

サポートされている言語
EPM System 製品のサポートされている言語に関する情報は、Oracle Enterprise

Performance Management System Certification Matrix の翻訳サポートタブにスプレッ

ドシート形式で提供されます。このマトリックスは、OTN の「Oracle Fusion

Middleware Supported System Configurations」ページに掲載されています:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-

certification-100350.html

サポートされているこのリリースへのパス
EPM System は、次のリリースからリリース 11.1.2.3 にアップグレードできます:
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注： アップグレードの手順は、Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Guide の EPM System 製品のアップグレードに関

する項を参照してください。

表 1 サポートされているこのリリースへのパス

リリース・アップグレード・パス リリース 11.1.2.3 へ

11.1.2.x メンテナンス・リリースをリリース 11.1.2.3 に適用します。

Oracle Hyperion Financial Close Management では、リリース 11.1.2.1 および

11.1.2.2 からのメンテナンス・リリースの適用のみがサポートされてい

ます。

11.1.1.4.x リリース 11.1.2.3 にアップグレードします。

リリース 11.1.1.0.x から 11.1.1.3.x メンテナンス・リリースをリリース 11.1.1.4 に適用し、リリース 11.1.2.3
にアップグレードします。

リリース 9.3.3.x リリース 11.1.2.2 にアップグレードし、次にメンテナンス・リリースを

リリース 11.1.2.3 に適用します。

複数のリリースが含まれている環
境。1 つの Oracle Hyperion Shared
Services のインスタンスが含まれて

いる環境、または 2 つの Shared
Services のインスタンスが含まれて

いる環境

Oracle Enterprise Performance Management System Installation and Configuration
Guide の EPM システム製品のアップグレードの章に記載されている、複

数リリース環境からのアップグレードに関する説明を参照してくださ
い。

注： リリース 9.2.0.3+、9.3.0.x、9.3.1.x (Oracle Essbase 9.3.1.4.1、9.3.1.5、9.3.1.6 お

よび 9.3.1.7 を除く)、または 11.1.1.x からアップグレードする場合、まずリ

リース 11.1.1.3 にアップグレードし、メンテナンス・リリースをリリース

11.1.1.4 に適用し、次にリリース 11.1.2.3 にアップグレードすることをお薦め

します。より以前のリリースからアップグレードする場合、直接サポート

される 高レベルのリリースにアップグレードします。

Essbase と Shared Services との間のセキュリティの同期は、リリース 9.3.1.4.1 以降

の Essbase リリース 9.3 では削除されていました。ただし、Essbase および Oracle

Hyperion Shared Services リリース 11.1.1.3 では、セキュリティ情報は同期されま

す。このため、Essbase リリース 9.3.1.4.1、9.3.1.5、9.3.1.6 または 9.3.1.7 を使用して

いる場合、まずリリース 9.3.3 にすべての製品をアップグレードし、次にリリース

11.1.2.2 にアップグレードして、メンテナンス・リリースをリリース 11.1.2.3 に適

用する必要があります。
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移行およびアプリケーションの更新事項

サブトピック

l Calculation Manager ルールへの Business Rules の移行

l Public Sector Planning and Budgeting 11.1.2.x アプリケーションのアップグレード

l Project Financial Planning リリース 11.1.2.2.30x アプリケーションのアップグレード

l Predictive Planning リリース 11.1.2.2.000 アプリケーションのアップグレード

Calculation Manager ルールへの Business Rules の移
行
Oracle Hyperion Business Rules を使用できないため、メンテナンス・リリースの適

用またはリリース 11.1.2.3 へのアップグレードを行う場合に、旧リリースの Business

Rules を使用しているときは、リリース 11.1.2.3 の Oracle Hyperion Calculation

Manager ルールに移行する必要があります。ビジネス・ルールを Calculation

Manager ルールに正常に移行するために、インストールおよび構成を行う前に満

たす必要がある前提条件は、Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Guide のビジネス・ルール・メンテナンス・リリース

およびアップグレード・インストールの前提条件に関する項を参照してください。

Public Sector Planning and Budgeting 11.1.2.x アプリ
ケーションのアップグレード

サブトピック

l 始める前に

l 移行の実行

始める前に

サブトピック

l 要件

l アーティファクトとデータの移行について

l オプションと考慮事項

11.1.2.1 からアップグレードするには、Oracle Enterprise Performance Management

System Installation and Configuration Guide の記載に従い、先に 11.1.2.2 にアップグ

レードし、Planning 11.1.2.2 Readme に記載されているビジネス・アーティファク

トの更新タスクを実行する必要があります。

11.1.2.x (11.1.2.1 or 11.1.2.2.x)アプリケーションをこのリリースにアップグレードす

る前に、次の手順を実行します:

l 次の項を読んで事前にプロセスを理解してください。

l 既存の本番環境と同一である、テスト環境を作成します。
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l 初にテスト環境でアップグレード手順を実行します。すべてがテスト環境

で想定どおりに動作していることを確認し、次に本番環境で手順を繰り返し

ます。既存のアプリケーションのリリースによって必要ではない手順もあり

ます。

l 事前定義済のルールを変更することによって、アプリケーションをカスタマ

イズした場合、必要に応じて元に戻せるように変更のバックアップ・コピー

を作成します。

l 意思決定パッケージおよび PeopleSoft のコミットメント・コントロールの統合

などの新しい機能は、アプリケーション作成時にのみ有効です。アプリケー

ションがリリース 11.1.2.2 より前に作成された場合、これらの機能はアップグ

レード時に有効化されません。新しい機能を利用するには、新しいアプリケー

ションを作成し、既存のコンテンツおよび変更をインポートする必要があり

ます。

要件

インストール時にアップグレード・ウィザードを実行する前に、次のタスクを実

行します:

注： 初にテスト環境で次の手順を実行します。すべてがテスト環境で想定ど

おりに動作していることを確認し、次に本番環境で手順を繰り返します。

既存のアプリケーションのリリースによって必要ではない手順もあります。

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System ライフサイクル管理

タスクに対して有効なアカウントを使用して Oracle Hyperion Shared Services

Console にログオンできることを確認します。

2. Oracle Hyperion Financial Reporting 管理者として、Oracle Hyperion Enterprise

Performance Management Workspace にログオンできることを確認します。

3. Oracle Enterprise Performance Management System Installation and Configuration

Guide および Oracle Hyperion Planning Administrator's Guide のアップグレード

の管理に関する項に記載のように、Planning をリリース 11.1.2.3 にアップグレー

ドします。

4. 再ホストされたデータ・ソース(リレーショナル・データベースおよび Essbase

サーバー)への参照を更新します。Oracle Hyperion Planning Administrator's Guide

のアップグレードの管理に関する項を参照してください。

5. 11.1.2.3 リリースをインストールした後、11.1.2.2.テスト・アプリケーションと

同一になるように 11.1.2.3 Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgeting

アプリケーションを次のように作成します:

注： 次の手順で、アプリケーション A は、既存の 11.1.2.2 アプリケーション

を指し、アプリケーション B は、11.1.2.3 リリースを適用した後に作成

したアプリケーションを指します。アプリケーション B を作成する場

合、アプリケーション B がアプリケーション A と同一になるように、次

の手順を実行します。
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l 11.1.2.2 からの移行を実行中であり、既存のアプリケーション A が意思決

定パッケージおよびコミットメント・コントロールに対して有効になって

いる場合、アプリケーション B を作成するときに同じオプションを使用し

ます。

l 同じ構成オプションを使用します。

l 同じ通貨オプションを使用します。

l 同じカレンダ定義(アプリケーション開始年、年数など)を使用します。

注： 既存のアプリケーション A が Business Rules を計算モジュールとして

使用している場合、Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Guide の記載に従って、すべてのアプリ

ケーションを Business Rules から Calculation Manager に移行します。

更新を続行する前に、この手順を実行する必要があります。

6. Planning11.1.2.3 を起動し、アプリケーション A を開いて、「アップグレード」

をクリックします。これにより必要なスキーマ・アップグレードが実行され

ます。

アーティファクトとデータの移行について

データおよびアーティファクトをテスト・アプリケーション B からアプリケーショ

ン A に移行するために必要なタスクの概要は次のとおりです:

l 要件を満たします。5 ページの「要件」を参照してください。

l 必要に応じて、8 ページの「次元メタデータの移行」の記載に従い、Planning

または Oracle Hyperion EPM Architect を使用して、既存のアプリケーション A

の次元メタデータを変更します。

注： Performance Management Architect は、意思決定パッケージに対してサポー

トされていません。

l アーティファクトおよびデータを移行します。8 ページの「移行の実行」を

参照してください

l Calculation Manager を使用してビジネス・ルールを移行します。10 ページの

「ビジネス・ルールの移行」を参照してください

l 次の各項で説明されているように、Shared Services Console のライフサイクル管

理を使用して、代替変数およびユーザー変数、フォーム、スマート・リスト、

メニュー、レポートおよびタスク・リストを移行します。

l 移行後のタスクを実行します。11 ページの「移行後のタスク」を参照してく

ださい。

l 移行したデータを確認し、同じ手順を使用して、11.1.2.2 本番環境を移行しま

す。

オプションと考慮事項

状況に応じて既存の Public Sector Planning and Budgeting のメタデータとデータを

更新します。
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注： リリース 11.1.2.2 で導入された新しい意思決定パッケージおよび PeopleSoft

Financials Commitment Control は、新しいアプリケーションでのみサポート

されており、既存の 11.1.2.1 アプリケーションではサポートされていませ

ん。

l 11.1.2.3.000 の更新されたビジネス・ロジックのみを取得し、アプリケーショ

ン内のフォーム、レポートまたはタスクは更新せず、既存のアプリケーショ

ンをカスタマイズしていない場合、各項のタスクを次の順序で実行します:

m 8 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」

m 8 ページの「次元メタデータの移行」

m 10 ページの「ビジネス・ルールの移行」

l 既存のアプリケーションをカスタマイズしておらず、すべての新機能を取得

する場合、次の各項のタスクを次の順序で実行します:

m 8 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」

m 8 ページの「次元メタデータの移行」

m 10 ページの「ビジネス・ルールの移行」

m 10 ページの「フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移

行」

l 既存のアプリケーションの次元およびアーティファクトを変更し、すべての

新機能を取得する場合、次の各項のタスクを順番に実行します:

m 「名前を付けて保存」機能を使用して、変更したアーティファクトのコピー

を作成します。これにより、すべてのアーティファクトがコピーされま

す。変更したアーティファクトを新しい名前を使用して保存した場合、そ

れらは上書きされません。

m 8 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」

m 8 ページの「次元メタデータの移行」

m 10 ページの「ビジネス・ルールの移行」

m 10 ページの「フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移

行」

m コピーしたアーティファクトを復元して、変更を復元します。

注意 11.1.2.2 テスト・アプリケーションに取り込まれたアーティファク

トについて、事前定義済アプリケーションからの変更を維持する場

合、そのアーティファクトについてこの手順をスキップするか、ま

たは、必要に応じて変更をマージできます。
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移行の実行

サブトピック

l スマート・リストのメタデータの移行

l 次元メタデータの移行

l ビジネス・ルールの移行

l フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移行

l 移行後のタスク

スマート・リストのメタデータの移行

次の手順は、Planning アプリケーション管理を使用するアプリケーションに適用

されます。Performance Management Architect を使用してアプリケーションを管理

している場合、Oracle Enterprise Performance Management System Lifecycle

Management Guide を参照してスマート・リストを移行し、アプリケーションを

Planning に再配置します。

注： 意思決定パッケージは、Performance Management Architect ではサポートされ

ません。

スマート・リストのメタデータを移行するには

1. Shared Services Console に管理者としてログオンします。

2. 「アプリケーション・グループ」を展開し、アプリケーション B を選択しま

す。

3. 「アプリケーション」、「グローバル・アーティファクト」、「スマート・リス

ト」の順に選択します。

4. 「Operation_Status」および「割当てオプション」を選択します。

5. 「エクスポート」をクリックして、適切なフォルダ名を指定し、アーティファ

クトをファイル・システムにエクスポートします。

6. アプリケーション A に設定したスマート・リスト・データをインポートしま

す。

次元メタデータの移行

アプリケーションが Performance Management Architect を使用していない場合、次

のタスクを実行します:

l 次を指定して PSBAppUpgradeUtility.bat <arg1> <arg2> <arg3> <arg4>

<arg5> <arg6>を実行します:

m <arg1>-Planning サーバー

m <arg2>-アプリケーション

m <arg3>-Planning アプリケーションを作成した管理ユーザー

m <arg4>-暗号化されたパスワード・ファイルのディレクトリ

m <arg5>—ログ・ファイルを作成するディレクトリおよびファイル
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m <arg6>—エラー・ファイルを作成するディレクトリ

注： PSBAppUpgradeUtility.batを実行した後、「ベースライン改訂要求」

および「現在のサービス・レベル」は、「要求」次元内の「要求の総数」

メンバーの下の直接の子メンバーであることを確認します。そうではな

い場合、これら 2 つのメンバーを、「要求の総数」の下の 初の子にな

るように移動します。

アプリケーションが Performance Management Architect を使用して作成された場合、

次のタスクを実行します

注： 意思決定パッケージは、Performance Management Architect ではサポートされ

ません。

1. Performance Management Architect で、次元エディタを開きます。

2. 「割当てオプション」および「操作ステータス」を作成またはコピーします。

3. 「予算アイテム」次元で、「パーセンテージ配賦割当て」と呼ばれるメンバー

を追加します。

4. 「配賦割当て」の下の既存のメンバー(「第 1 配賦」、「第 2 配賦」など)を「パー

センテージ配賦割当て」の下に移動します

5. 「均等配賦割当て」と呼ばれるメンバーを作成し、「パーセンテージ配賦割当

て」の兄弟にします。

6. 「均等配賦割当て」の下に、均等割当てをサポートする 25 個のメンバーを追加

します。

7. 「勘定科目」次元で、「要素のプロパティ」の下に「組合」と呼ばれる動的計

算メンバーを追加します。

8. アプリケーション B の同じ動的計算メンバーによって使用されている式をコ

ピーして、作成した新しいメンバーの式として使用します。「職階および従業

員」予算詳細または職階予算詳細を使用している場合、「役職コード」と呼ば

れる動的計算メンバーを追加し、アプリケーション B のこのメンバーで使用

される式をメンバー式にします。

9. 「場所」と呼ばれる動的計算メンバーを「要素のプロパティ」の下に追加し、

アプリケーション B のこのメンバーによって使用される式をコピーします。

10. 次のメンバーを「配賦情報」に追加します:

l 配賦均等金額、

l 配賦済福利厚生

l 配賦済税

l 配賦済課税福利厚生

11.「給与の配賦に従う」メンバーに関連付けられているスマート・リスト次元を

「割当てオプション」・メンバーに変更します。

12.「HSP_NOLINK」と呼ばれる UDA を「改訂額」メンバーに追加します。
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ビジネス・ルールの移行

ビジネス・ルールを移行するには:

1. 一般会計配賦で使用したビジネス・ルールなど、変更したビジネス・ルール

のコピーを作成して保持します。

2. EPM Workspace にログオンし、「管理」、「Calculation Manager」の順に選択しま

す。

3. 「Planning」を展開し、アプリケーション A のテスト・アプリケーションを選

択して右クリックします。

4. 「事前定義済ルールのロード」を選択します。

5. アプリケーション A をもう一度右クリックし、「配置」を選択します。

フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移行

1. 要件を満たします。5 ページの「要件」を参照してください

2. 複合フォーム、メニュー、タスク・リスト、フォーム、データ・ロード設定

およびユーザー変数をアプリケーション B からアプリケーション A に次のよ

うに移行します:

l Shared Services Console に管理者としてログオンします。

l 「アプリケーション・グループ」を展開し、アプリケーション B を選択し

ます。

l 「構成」を展開し、「データ・ロードの設定」および「ユーザー変数」を選

択します。

l 「アプリケーション」、「グローバル・アーティファクト」、「代替変数」の

順に選択します

l 「グローバル・アーティファクト」を展開し、次を選択します:

m 複合フォーム

m カスタム・メニュー

m タスク・リスト

3. 「プラン・タイプ」、「HCP」の順に展開し、「データ・フォーム」を選択しま

す。

4. 「エクスポート」を選択して、適切なフォルダ名を指定し、アーティファクト

をファイル・システムにエクスポートします。

5. エクスポートしたアプリケーション・データ・セットをアプリケーション A

にインポートします。

6. 次のようにアプリケーション B からレポートをエクスポートします:

l EPM Workspace に Financial Reporting 管理者としてログオンします。

l 「エクスプローラ」をクリックし、アプリケーション B に移動します。

l 「人材プランニング」、「ファイル」、「エクスポート」の順に選択します。

l すべてのレポートを.zip ファイルにエクスポートし、既存のレポートを上

書きします。
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7. すべてのレポートをインポートした後、「ツール」、「データベース接続の変

更」の順に選択し、次にレポートを選択して、「OK」をクリックしてから、新

しいデータベース接続を選択します。

移行後のタスク

移行した後、次のタスクを実行します:

1. Public Sector Planning and Budgeting アプリケーション A にログオンし、移行し

たタスク・リスト、フォームおよびカスタム・メニューが表示されることを

確認します。

2. 「管理」、「アプリケーション」、「データベースのリフレッシュ」の順に選択し

ます。

3. 「データベース」を選択し、「カスタム定義関数の更新」を選択して、「リフ

レッシュ」をクリックします。

4. 「管理」、「管理」、「変数」の順に選択し、次に「代替変数」を選択します。

5. 「Compensation_Budget_Start_Year」および「Compensation_Budget_End_Year」

内の予算期間に応じた値を設定します。

6. データ変更に対応するには、次のタスクを実行します:

l 報酬支出の予算を再計算するには、データのあるシナリオとバージョンの

すべての組合せについて、「エンティティ合計」の報酬予算を再計算しま

す。

l データのあるシナリオとバージョンのすべての組合せについて、変更済の

報酬支出を、「エンティティ合計」、「すべての職階」、「従業員合計」の一

般会計勘定科目に配賦します。マッピングのレポート・アプリケーション

機能を使用して、新たに配賦されたデータをライン予算キューブにプッ

シュします。

7. テスト環境から本番環境にメタデータとデータを移行するには、この手順を

繰り返します。

Project Financial Planning リリース 11.1.2.2.30x アプ
リケーションのアップグレード

サブトピック

l 始める前に

l 移行の実行

l 移行後のタスク

始める前に

既存の 11.1.2.2.30x アプリケーションをこのリリースにアップグレードする前に:

l アップグレードの項を読んで事前にプロセスを理解してください。

l 既存の本番環境と同一である、テスト環境を作成します。

l 初にテスト環境ですべてのアップグレード手順を実行します。
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l 既存のアプリケーションのリリースによって、必要ではない手順もあります。

l 事前定義済のルール、メンバー式などを変更することによって、アプリケー

ションをカスタマイズした場合、必要に応じて元に戻せるように変更のバッ

クアップ・コピーを作成します。

移行の実行

サブトピック

l データとアーティファクトの移行

l スマート・リストのメタデータの移行

l 次元メタデータの移行

l ビジネス・ルールの移行

l フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移行

l データの移行

データとアーティファクトの移行

サブトピック

l 前提条件

l オプションと考慮事項

この項では、11.1.2.3.000 新規アプリケーションから 11.1.2.2 テスト・アプリケー

ションへのアーティファクトの移行に必要なタスクの概要を説明します。

l 13 ページの「前提条件」に記載されている要件を満たしていることを確認し

ます。

l 14 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」の記載に従い、Shared

Services Console のライフサイクル管理を使用して、スマート・リストを移行し

ます。

l 15 ページの「次元メタデータの移行」の記載に従い、次元エディタおよび

Shared Services Console のライフサイクル管理を使用して、次元メタデータを移

行します。

l ビジネス・ルールの移行の記載に従い、16 ページの「ビジネス・ルールの移

行」を使用してビジネス・ルールを移行します。

l フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移行の記載に従い、

Shared Services Console の16 ページの「フォーム、メニュー、レポートおよび

タスク・リストの移行」を使用して、フォーム、メニュー、レポートおよび

タスク・リストを移行します。

l 18 ページの「移行後のタスク」の記載に従って、アプリケーションのリフ

レッシュなど、移行後のタスクを実行します。

l 移行したデータを確認し、同じ手順を使用して、11.1.2.2 本番環境を移行しま

す。
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前提条件

ä インストール時にアップグレード・ウィザードを実行する前に、次のタスク

を実行します:

1 11.1.2.2.30x 本番環境と同一である、リリース 11.1.2.2 テスト環境を作成します。

l ライフサイクル管理タスクが有効なアカウントを使用して Shared Services

Console にログオンできることを確認します。

l Financial Reporting の管理者で EPM Workspace にログオンできることを確

認します。

2 手順 1 で作成した 11.1.2.2 テスト環境で、Oracle Enterprise Performance Management

System Installation and Configuration Guide、および Oracle Hyperion Planning Administrator's

Guide のアップグレードの管理に関する項の記載に従って、Planning をリリース

11.1.2.3 にアップグレードします。

3 再ホストされたデータ・ソース(リレーショナル・データベースおよび Essbase サー

バー)への参照を更新します。Oracle Hyperion Planning Administrator's Guide のアップグ

レードの管理に関する項を参照してください。

4 アップグレードされた環境で、リリース 11.1.2.3 Oracle Project Financial Planning アプ

リケーションを作成します。11.1.2.3 アーティファクトを新しく作成された 11.1.2.3

アプリケーションから既存の 11.1.2.2.30 X アプリケーションにコピーします。

11.1.2.3.000 新規アプリケーションを作成する場合は、11.1.2.2 テスト・アプリケー

ションと同一になるように次の手順を実行します:

l 同じ通貨オプションを使用します

l 同じカレンダ定義(アプリケーション開始年、年数など)を使用します

5 Planning リリース 11.1.2.3 を起動し、11.1.2.2 テスト・アプリケーションを開いて、

「アップグレード」をクリックします。この手順では、リリース 11.1.2.3 に対して

アプリケーションを有効にする、必要なスキーマ・アップグレードを実行します。

オプションと考慮事項

既存のリリースの Project Financial Planning のメタデータとデータを状況に基づい

て移行します:

l 状況 1: カスタマイズされていないアプリケーションに対してビジネス・ロジッ

クのみを更新

ビジネス・ロジックを更新し、アプリケーション内のフォーム、レポートま

たはタスクを更新せず、11.1.2.2.30x アプリケーションをカスタマイズしてい

ない場合、次のタスクを次の順序で実行します:

1. 14 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」

2. 15 ページの「次元メタデータの移行」

3. 16 ページの「ビジネス・ルールの移行」

4. 18 ページの「データの移行」

l 状況 2: カスタマイズされていないアプリケーションに対してすべての新機能

を更新
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リリース 11.1.2.3 の新機能のすべてが必要で、11.1.2.2.30x アプリケーションを

カスタマイズしていない場合、次の順序で次のタスクを実行します:

1. 14 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」

2. 15 ページの「次元メタデータの移行」

3. 16 ページの「ビジネス・ルールの移行」

4. 16 ページの「フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移

行」

5. 18 ページの「データの移行」

l 状況 3: カスタマイズされているアプリケーションに対してすべての新機能を

更新

リリース 11.1.2.3 のすべての新機能が必要です。カスタム実装用に 11.1.2.2.30x

アプリケーションの次元およびアーティファクトを変更しました。アーティ

ファクト(フォーム、レポート、ビジネス・ルールなど)を変更していて、事前

定義済リリース 11.1.2.2 テスト・アプリケーションで保存していない場合、以

前に変更したアーティファクトのコピーを作成します(たとえば、「名前を付け

て保存」を使用)。これにより、すべてのアーティファクトがコピーされます。

コピーしたアーティファクトを変更した場合、アーティファクトは上書きさ

れません。次の順序で次のタスクを実行します:

1. 14 ページの「スマート・リストのメタデータの移行」

2. 16 ページの「ビジネス・ルールの移行」

3. 16 ページの「フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移

行」

4. 18 ページの「データの移行」

5. コピーしたアーティファクトを復元して、変更を復元します。

注意 11.1.2.2 テスト・アプリケーションに取り込まれたアーティファクトに

ついて、事前定義済アプリケーションからの変更を維持する場合、そ

のアーティファクトについてこの手順をスキップするか、または、必

要に応じて変更をマージできます。

スマート・リストのメタデータの移行

ä スマート・リストのメタデータを移行するには:

1 11.1.2.3 テスト環境で、Shared Services Console に管理者としてログオンします。

2 「アプリケーション・グループ」を展開し、11.1.2.3 テスト環境で新しい 11.1.2.3

アプリケーションを選択します。

3 「アプリケーション」、「グローバル・アーティファクト」、「スマート・リスト」の

順に選択し、次のスマート・リストを選択します:

l ApprovalCriteria

l MethodSpread
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l SetTarget

l ShiftProjectDates

l TargetSpreadLogic

4 「エクスポート」をクリックして、フォルダ名を指定し、アーティファクトをファ

イル・システムにエクスポートします。

5 エクスポートした 11.1.2.3 アプリケーションのスマート・リスト・データ・セッ

ト(手順 4 でエクスポートしたデータ・セット)を 11.1.2.2 テスト・アプリケーショ

ンにインポートします。

次元メタデータの移行

この手順は、Planning アプリケーション管理(旧クラシック・アプリケーション管

理)を使用するアプリケーションにのみ適用されます。

ä 次元メタデータを移行するには:

1 11.1.2.2 テスト・アプリケーションにログインします。次元エディタに移動しま

す。

2 勘定科目次元で、次の変更を実行します:

l 労務支出 - 請求不可から「労務支出 - 請求不可」への名前変更

l 装置支出 - 請求不可から「装置支出 - 請求不可」への名前変更

l 下請業者 - 請求不可から「下請業者 - 請求不可」への名前変更

l その他支出 - 請求不可から「その他支出 - 請求不可」への名前変更

l 資産 - 請求不可から「配賦済資産支出 - 請求不可」への名前変更

l 「従業員合計数」から「合計労務リソース」への名前変更

3 Shared Services Console に管理者としてログオンします。

4 「アプリケーション・グループ」を展開し、新しい 11.1.2.3 アプリケーションを選

択します。

5 「構成」を展開し、「データ・ロードの設定」および「代替変数」を選択します。

6 「グローバル・アーティファクト」を展開し、「共通の次元」、「標準次元」の順に

選択します。次の次元を選択します:

l 勘定科目

l プロジェクト

l バージョン

l シナリオ

7 「プラン・タイプ」を展開し、「プロジェクト」、「標準次元」、「プロジェクト要素」

の順に選択します。

8 「エクスポート」をクリックして、フォルダ名を指定し、アーティファクトをファ

イル・システムにエクスポートします。

9 エクスポートした 11.1.2.3 アプリケーションのデータ・セット(手順 8 でエクスポー

トしたデータ・セット)を 11.1.2.2 テスト・アプリケーションにインポートします。
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10 ジョブ次元で、メンバー「未指定のジョブ」を「ジョブ合計」の直接下に次のプ

ロパティを指定して追加します:

l データ・ストレージ: 保管

l 集約: 要員プラン・タイプに対して「加算」と設定

l データ型: 未指定

11 従業員次元で、メンバー「未指定の従業員」を「従業員合計」の下に次のプロパ

ティを指定して直接移動します:

l データ・ストレージ: 保管

l 集約: 要員プラン・タイプに対して「加算」と設定

l データ型: 未指定

12 11.1.2.2 テスト・アプリケーションの年次元で、11.1.2.3 アプリケーションの「す

べての年」メンバーのメンバー式を置換します。

13 キューブをリフレッシュします。

ビジネス・ルールの移行

ä ビジネス・ルールを移行するには:

1 EPM Workspace にログオンします。

2 「管理」、「Calculation Manager」の順に選択します。

3 「Planning」を展開します。

4 アプリケーションのリストから、11.1.2.2 テスト・アプリケーションを選択しま

す。

5 変更した可能性があるビジネス・ルールのコピーを作成し保持します。

6 11.1.2.2 テスト・アプリケーションを右クリックし、「事前定義済ルールのロード」

をクリックします。

7 11.1.2.2 テスト・アプリケーションを再度右クリックし、「配置」をクリックしま

す。

フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストの移行

ä フォーム、メニュー、レポートおよびタスク・リストを移行するには:

1 要件を満たします。

2 複合フォーム、メニュー、タスク・リスト、フォーム、データ・ロード設定およ

びユーザー変数を 11.1.2.3 アプリケーションから 11.1.2.2 テスト・アプリケーショ

ンに移行します:

1. Oracle Hyperion Shared Services Console に管理者としてログオンします。

2. 「アプリケーション・グループ」を展開し、新しい 11.1.2.3 アプリケーショ

ンを選択します。
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3. 「構成」を展開し、「データ・ロードの設定」および「代替変数」を選択し

ます。

4. 「グローバル・アーティファクト」を展開し、次を選択します:

l 複合フォーム

l カスタム・メニュー

l タスク・リスト

5. 「プラン・タイプ」を展開し、次に「プロジェクト」を展開して「データ・

フォーム」を選択し、「CapEx」を展開して「データ・フォーム」を選択

し、「要員」を展開して「データ・フォーム」を選択します。

6. 「エクスポート」をクリックして、フォルダ名を指定し、アーティファク

トをファイル・システムにエクスポートします。

7. エクスポートした 11.1.2.3 アプリケーションのデータ・セット(前の手順で

エクスポートしたデータ・セット)を 11.1.2.2 テスト・アプリケーションに

インポートします。

3 11.1.2.3 アプリケーションからレポートをエクスポートします:

1. EPM Workspace に Financial Reporting 管理者としてログオンします。

2. 「エクスプローラ」をクリックします。

3. 11.1.2.3 アプリケーションに移動します。

4. 「プロジェクト・プランニング」を選択します。

5. 「ファイル」、「エクスポート」の順に選択します。

6. すべてのレポートを.zip ファイルにエクスポートします。

4 レポートを 11.1.2.2 テスト・アプリケーションにインポートします:

1. EPM Workspace に Financial Reporting 管理者としてログオンします。

2. 11.1.2.2 アプリケーション・フォルダの下で、「プロジェクト・プランニン

グ」フォルダを選択します。

3. 変更したレポートを保存するには、レポート名を変更します。

4. 「ファイル」、「インポート」の順に選択し、次に「Financial Reporting ドキュ

メント」を順に選択します。

5. .zip ファイルにエクスポートしたレポートをインポートし、既存のレポー

トを上書きします。

6. インポートしたレポートを 11.1.2.2 テスト・アプリケーション・データ・

ソースにマップするために、「ツール」、「データベース接続の変更」の順

に選択し、次にレポートを選択して、「OK」をクリックしてから、新しい

データベース接続名を選択します。

7. レポート「プロジェクト労務支出」および「プロジェクト資本計上労務支

出」のデータ・ソースが 11.1.2.2 テスト・アプリケーションの要員キュー

ブをポイントしていることを確認します。

8. レポート「プロジェクト装置支出」のデータ・ソースが 11.1.2.2 テスト・

アプリケーションの Capex キューブをポイントしていることを確認しま

す。
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9. 他のすべてのレポートのデータ・ソースがプロジェクト・キューブをポイ

ントしていることを確認します。

データの移行

ä データを移行するには:

1 11.1.2.2 テスト・アプリケーションにログインします。

2 「管理」、「管理」、「データのコピー」に移動します。

3 「データのコピー」画面の「静的次元」グリッドで、次のテーブルで指定されてい

る必須パラメータを選択します。

表 2 「データのコピー」の「静的次元」のパラメータ

次元 メンバー

エンティティ ILvl0Descendants(Entity)

シナリオ ILvl0Descendants(Scenario)

バージョン ILvl0Descendants(Working)

プロジェクト ILvl0Descendants(Project)

年 ILvl0Descendants(Year)

通貨 ローカル

期間 ILvl0Descendants(Period)

プロジェクト要素 ILvl0Descendants(Project Element)

4 「次元およびソース/宛先」グリッドで、次のテーブルに指定されている必須パラ

メータを選択します:

表 3 「データのコピー」の「次元およびソース/宛先」のパラメータ

次元 ソース 宛先

勘定科目 "完了の割合" "完了%"

移行後のタスク

ä データの移行後、次のタスクを実行します:

1 Project Financial Planning 11.1.2.2 テスト・アプリケーションにログオンして、移行さ

れたタスク・リスト、フォームおよびカスタム・メニューが表示されることを確

認します。

2 「管理」、「アプリケーション」、「データベースのリフレッシュ」の順に選択しま

す。

3 「データベース」を選択し、「カスタム定義関数の更新」を選択して、「リフレッ

シュ」をクリックします。
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4 「管理」、「管理」、「変数」の順に選択し、次に「代替変数」タブを選択します。要

件ごとに代替変数値を設定します。

5 テスト環境から本番環境にメタデータとデータを移行するには、前述の手順を繰

り返します。

Predictive Planning リリース 11.1.2.2.000 アプリケー
ションのアップグレード
Predictive Planning 11.1.2.3.000 のフォーム・レベルのプリファレンスは、Predictive

Planning のバージョン 11.1.2.2.000 で作成されたプリファレンスと下位互換性はあ

りません。これは、プリファレンスの格納に使用される形式が変更されたためで

す。この問題は、Planning 11.1.2.2 で Predictive Planning に設定されている Planning

フォームでのみ発生します。サーバーが以降のバージョン(11.1.2.3)に移行される

場合、Predictive Planning の保存済プリファレンスは、新しいバージョンで読取り

不可となり、すべてのフォーム・プリファレンスを再入力する必要があります。

Predictive Planning 11.2.2.2 のデータを持つフォームが 11.1.2.3 で開かれると、Oracle

Hyperion Smart View for Office でエラーが発生する場合があります。これらのエラー

は無視できます。

この問題を回避するには、移行した後、新規フォームの Predictive Planning アプリ

ケーションのデフォルト、および各フォームの個別のプリファレンスを再構成す

る必要があります。これは、 初にアプリケーションのデフォルト・プリファレ

ンスを設定することで実行できます。移行後、すべてのフォームは工場出荷時の

デフォルトに設定されますが、アプリケーション・デフォルトを出荷時の設定に

設定することも、一部の設定を変更し、「Excel」、「予測」、「データ・フォームの設

定」、「デフォルトの設定」の順に適用することもできます。次に、フォームを開

き、「Excel」、「予測」、「データ・フォームの設定」を実行して、デフォルト以外の

値が設定されていた各フォームのプリファレンスを再入力します。

このリリースで修正された問題

サブトピック

l Planning

l Project Financial Planning

l Public Sector Planning and Budgeting

l Smart View

l ライフサイクル管理

この項には、リリース 11.1.2.3.000 で修正された問題が含まれます。以前のリリー

ス間で修正された問題のリストを確認するには、Defects Fixed Finder を使用しま

す。このツールを使用すると、ユーザーが所有する製品および現在の実装リリー

スを識別できます。このツールでは、1 回のクリックで、修正された問題および

関連するプラットフォームとパッチ番号を含むカスタマイズ・レポートが作成さ

れます。このツールはこちらにあります:

https://support.oracle.com/oip/faces/secure/km/DocumentDisplay.jspx?id=1292603.1
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Planning
l 16037122 -- スクリプトが HSP_Rates 次元を参照している場合、Calculation

Manager で Planning スクリプトを検証できません。スクリプト・エディタで

「メンバーの挿入」オプションを使用して、HSP_Rates を選択しようとした場

合、次元を展開すると次のエラーが表示されます: レスポンスの処理中にエラー

が発生しました。[object com.hyperion.bpm.web.common.Response

l 15942099 -- 複合フォームに添付されている、フォームの保存時に実行する必

要があるビジネス・ルールで、フォームが(メニューによって)意思決定パッ

ケージのデータ収集フォームと関連付けられている場合、保存が実行されま

せん。

l 14832508 -- ユーザー・プリファレンスの一部として行および列フェッチ・パ

ラメータを定義できるため、Planning が動的フォーム・データをロードするの

を待機する必要がなくなりました。

l 14761766 -- フォームの作成時、プラン・タイプに適用可能であり、表示する

必要がある次元が、「プロパティ」タブの「次へ」のクリック時に表示されま

せん。

l 14745682、14387053 -- Planning は、メンバー名でのスラッシュまたはバックス

ラッシュをサポートしていません。

l 14726855 -- サポート詳細を起動するために右クリックをしたときに、フォー

ム・セル内に入力した値が表示されません。

l 14723007 -- フォームの保存時に実行されるルールを含む 2 つのフォーム間を

ナビゲートする場合、 初に開いたフォームに関連付けられたルールが、2 番

目のフォームを開いて閉じたときに実行されます。

l 14623875 -- メンバー名がカッコ()で囲まれている場合、アウトライン・ロー

ド・ユーティリティを使用してデータをロードできません。

l 14589845 -- 「セグメント情報」の下の HCP キューブに追加されるカスタム・

メンバーが、予期したとおりにルールによって使用されません。ルールの実

行時、これらのメンバーに存在するデータが集計されません。

l 14559126 -- メンバーの属性階層を操作する際、左側のパネルの選択内容が、

右側のパネルに反映されません。

l 14559099、14615816 -- フォームで入力した勘定科目注釈が、不正な交差に保存

されます。

l 14552042 -- サポート詳細が読取り専用のセルに入力された場合でも、右クリッ

クでサポート詳細を表示できます。

l 14473168、13595884 -- 行に複数のセグメントがある場合、内部のメンバーを展

開および縮小できません。

l 14376244、12422049 -- 先頭がゼロの場合、フォームに入力したメンバー値が正

しく保存されません。フォームを再度開くと 初の 0 が表示されません。

l 14368144 -- 配賦に手動で追加したセグメントまたはチャートフィールドを削

除できません。配賦情報を削除するビジネス・ルールによって、追加したセ

グメントまたはチャートフィールドが削除されません。
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l 14059986 -- 「展開開始」が無効になっている場合、ランタイム・モードでは、

初の次元のみが行に表示されます。

l 13889832 -- 現在の Planning ADF ODL レベル NOTIFICATION:32 は、Planning

ユーザー・インタフェースのパフォーマンスに影響を与えており、WARNING:

1 に変更する必要があります。また、CSS/レジストリ ODL ログ・レベルは、

Planning 全体のパフォーマンスを向上させるために、NOTIFICATION:32 から

WARNING:1 に変更する必要があります。

l 13879269 -- アド・ホック・グリッドが、「タスク・リスト・ウィザードの起

動」アイコンを選択して開かれたフォームから作成された場合、個別の「分

析」タブで起動されません。

l 13868533 -- 画面をリフレッシュする前に、プランナが「タスク・リスト・ウィ

ザードの起動」アイコンを選択すると、エラーが発生します。

l 13868374 -- アド・ホック・グリッドを作成または起動した Web ブラウザ以外

の Web ブラウザを使用している場合、アド・ホック・グリッドは削除または

移動できません。

l 13867527 -- 「承認の管理」で、セカンダリ次元を持つプランニング・ユニッ

ト・ノードのアクション・リンクをクリックすると、エラーが発生します。

l 13866265 -- 意思決定パッケージの承認中に追加された注釈は保存されません。

l 13857734 -- 「タイム・バランス」が「入力」に設定されている勘定科目の場

合、子の値が変更されると、子の値が再度変更されるまでその親にデフォル

ト集約ロジックが適用されません。

l 13856610 -- デフォルト報酬を管理していて、カテゴリごとに複数の報酬要素

がある場合、各カテゴリのリストの 後にあるデフォルト報酬のみが新規職

階に追加されます。

l 13852525 -- 「リフレッシュ」を選択してグリッドをリフレッシュするまで、

アド・ホック・グリッドのセルを変更できません。

l 13848558 -- 非所有エンティティ(サービス・プロバイダ)は、プロジェクトの調

整は許可されませんが、Project Financial Planning では、その調整が許可されま

す。

l 13830589 -- フォームの「編集」メニューの「ドリル・スルー」コマンドが機

能しません。

l 13830429 -- ドキュメントをフォームのセル範囲に添付する場合、「すべての選

択したセルに適用」オプションは機能しません。選択された 初のセルの添

付のみが表示されます。

l 13722188 -- 編集可能モードのフォーム・セルに入力する場合、[Shift]を押しな

がら[End]を押してセルをクリアする前に、セル内を先にクリックする必要が

あります。セルをクリアする前に、セルをダブルクリックしてセル全体を選

択できず、セルに既存の値がある場合、セル間を移動することもできません。

l 13644320 -- 要求次元の名前を変更した場合、ライフサイクル管理を使用する

と、意思決定パッケージが有効なアプリケーションをエクスポートして、そ

のアプリケーションのインポートを試みた際に 2 つ目の要求次元が作成され

ます。
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l 13615823 -- 英語以外の Planning アプリケーションを選択した場合、「ファイ

ル」メニューを使用して「Planning」プリファレンスにアクセスするとエラー

が発生します。

l 13500659、14007131 -- 別名ではなくメンバー名がフォームに表示される場合が

あります。

l 13491643 -- フォームを右クリックしてビジネス・ルールを起動する際、「動的

ユーザー変数」を選択して、予算要求メンバーを選択する必要があります。

かわりに、予算要求メンバー名が表示されます。

l 13465212 -- フォームにデータを入力するには、セルを 2 回クリックし(または

[F2]を押し)、データ入力を有効化します。[Tab]、[Shift]+[Tab]、[Enter]または

[Shift]+[Enter]を押すと、次のまたは前のセルまたは行にそれぞれフォーカス

されます。フォーカスがセル内にあり、セルのデータが選択されているとき

に、データを直接入力すると、前のデータは上書きされます。データを既存

の値に追加する場合、[End]キーを押して、フィールドの 後にフォーカスし

ます。また、ページ・セレクタ・アイコンが表示されない場合があります。

l 13460103 -- 別のタスク・リスト・アイテムまたはメニュー・アイテムを選択

するなど、タスクを実行してフォームから移動する際、データを入力または

変更している場合に保存するように求めるプロンプトが表示されません。

l 13376907、13262428 -- Web ブラウザ言語設定は、EPM Workspace のロケール設

定を上書きします。たとえば、Web ブラウザをドイツ語に設定したが、EPM

Workspace のロケールは英語に設定した場合、Planning では誤ってドイツ語で

表示されます。

l 13371008 -- アクセス権を持つすべての次元をアド・ホック分析で表示できま

せん。

l 13371002 -- シーケンス内のユーザーが、別のアプリケーションの実行時プロ

ンプトでルールを使用している場合、シーケンスが起動され、メンバー・セ

レクタが呼び出されたとき、メンバーが表示されない場合があります。つま

り、メンバー・セレクタが空となる場合があります。

l 13256751 -- ロシア語のロケールで Planning を使用していて、

MAX_CELL_TEXT_SIZEパラメータでセル・テキストの制限を定義している場

合、セル・テキストの制限が正しく計算および適用されません。

l 13099546 -- Microsoft Internet Explorer 9 で、Planning アプリケーションのウィ

ザードがちらついて表示される場合があります。

l 13052075、13446110 -- 予期したとおりにジョブ・コンソールでソートされませ

ん。たとえば、リストが複数のページにわたっている場合、すべてのジョブ

をソートできません。

l 12997413 -- 「ツール」、「Excel にエクスポート」の順に選択すると、列ヘッダー

のみを含む空の Microsoft Excel ワークブックが生成される場合があります。

l 12991887 -- セル・テキストに適用したフォーマットが、保存した後に表示さ

れません。

l 12981201 -- 「ジョブ・コンソール」ページで、開始時間および終了時間によ

るソートを正しく実行できません。
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l 12866959 -- フォームの 初のセルにデータを入力するには、ダブルクリック

するか、[F2]を押します。残りのセルにデータを入力するには、[TAB]キーを

使用します。

l 12833889 -- 承認では、共有メンバーがロックされないため、ユーザーは、共

有されたシナリオまたはバージョン次元メンバーがフォーム定義に含まれて

いるフォームでデータを入力できます。

l 12363328 -- Planning のメタデータが変更されたときは必ず、レポート・サー

バーを再起動し、Financial Reporting でメタデータの変更を反映する必要があ

ります。

l 9497802 -- Web ブラウザの表示をサイズ変更すると、複合フォームの表示に問

題が発生する可能性があります。

Project Financial Planning
l 13732128 -- Project Financial Planning の「4.10 工事中(CIP)資産の確認」フォー

ムを表示する場合、行ヘッダーで少なくとも 1 つの次元を表示する必要があ

り、そうしない場合、データはフォームに表示されません。

l 13606962 -- 出来高値分析がプロジェクトに対してサポートされている必要が

あります。

l 12807571 -- Project Financial Planning にプロジェクトをインポートし、Microsoft

Excel を使用して、使用している.CSV を編集する場合、日付が mm/dd/yyyy

フォーマットで保存され、インポート・エラーの原因となります。

l 13582084 -- Project Financial Planning で、内部契約プロジェクトの費用を資本プ

ロジェクトまたは間接プロジェクトに計上できません。会社間機能が原価加

算プロジェクトでサポートされており、このプロジェクトでは「収益キャッ

シュ・フロー発生」が「同月」に設定されています。組織がサービス・プロ

バイダである会社間の収益計算では、原価加算マージンは、原価基準決済に

対して 0%ととして明示的にマークし、原価加算基準決済に対して 0%を超え

る値を指定する必要があります。

l 13626807 -- 「その他」の契約プロジェクトを Project Financial Planning に追加

する際、収益認識に「月次」以外を選択すると、表示される検証メッセージ

が英語のみとなります。

l 13869509 -- サンプルの Project Financial Planning アプリケーションで、資産マ

ネージャとしてログインしているときに、承認を得るためにプランを送信す

ると、エラーが発生します。このエラーは、基本の Project Financial Planning

アプリケーションでは発生しません。

Public Sector Planning and Budgeting
l 16371049 -- マッピングが「マッピング」タブで選択されている場合、ロール

アップ定義に誤った次元が表示されます。

l 16356358 -- 予算要求を意思決定パッケージ A から意思決定パッケージ B に移

動した後、「意思決定パッケージ」・ページをロードすると、コンテキストが

失われます。
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l 16292266 -- 「未指定の予算アイテム」を予算アイテム次元の 初のメンバー

とする必要があります。ただし、アウトライン・ロード・ユーティリティを

使用して職階マスター・データをロードする場合、このメンバーは階層の

下位に移動します。これにより、工数の計算で問題が発生する可能性があり

ます。

l 14543467 -- 戻し異動の実行日と同じ日に調整が実行される場合、戻し異動が

機能しない可能性があります。

l 14538494 -- 職階の調整レポートには、未指定の予算要求のデータが表示され

ません。

l 14534927 -- Compensation_Budget_Start_Year および

Compensation_Budget_End_Year 代替変数の値を変更し、工数およびステータス

の計算のリセットを実行した後、割当て済の工数値が失われる可能性があり

ます。

l 14410245 -- 報酬のデフォルトの管理を選択して、職階に他の報酬要素を追加

する場合、要素オプション開始日が職階の開始日の後に発生した場合、報酬

要素は新しい職階に追加されません。

l 14340834 -- 意思決定パッケージを開くには、意思決定パッケージをダブルク

リックする必要があります。

l 14070719 -- 予算要求に添付されているデータ・フォームでは、保存時に実行

機能が予期したとおりに動作しない可能性があります。

l 13982781 -- 意思決定パッケージが有効化されている予算要求の場合、総所得

および課税報酬の計算が、「従業員の詳細の編集」で不完全になる可能性があ

ります。この問題を解決するには、「自分のタスク・リスト」から報酬予算を

計算します。

l 13903501 -- 従業員のみの意思決定パッケージが有効化された予算要求の場合、

税金合計が不正確に計算されるか、表示されない場合があります。

l 13899540 -- 意思決定パッケージ(およびビジネス・ルール)が有効な Public Sector

Planning and Budgeting アプリケーションの場合、年給分散労働日または支払い

日が予期したとおりに機能しません。

l 13877081 -- 「次のステップに対する増分」で、増分が、意思決定パッケージ

が有効なアプリケーションの調整日に基づいている場合、ステップが増分さ

れません。

l 13855699 -- 意思決定パッケージが有効な Public Sector Planning and Budgeting ア

プリケーションの予算要求に添付されているフォームで、複合表データ・

フォームのいずれかで値を保存すると、保存後のフォーカスがそのフォーム

から 初のタブ・フォームに移動します。意思決定パッケージが有効な Public

Sector Planning and Budgeting アプリケーションの予算要求に添付されている

フォームで、データ・セルからタブで移動せずにそのデータ・セルの値を編

集モードで保存すると、保存が成功したことを示すメッセージが表示されて

いても、値は保存されません。

l 13732681 -- 意思決定パッケージ・タイプでは、複合フォームはサポートされ

ていません。
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l 13711165 -- 意思決定パッケージ・タイプの報酬支出の場合、「要求職階-従業員

割当ての管理」で POV 年を繰り返し変更すると、パフォーマンスの問題が発

生し、エラー・メッセージが表示されます。

l 13708903 -- 意思決定パッケージが有効なアプリケーションで、「従業員マス

ター・データ」から起動された従業員の雇用終了ビジネス・ルールが正常に

完了しても、終了日が「従業員マスター・データ」フォームに表示されず、

従業員ステータスも非アクティブに設定されません。従業員の雇用終了は、

その従業員が割り当てられている、予算要求を含む「従業員の割当て」フォー

ムからのみ起動する必要があります。

l 13708171 -- 予算要求名は自動的に表示されるはずですが、表示されず、新し

い職階の追加先であり、その報酬の定義先である予算要求の作成時、要求次

元で対応するメンバーを選択する必要があります。

Smart View
l 14461937 -- Smart View でルール・セットの起動中にエラーが発生する可能性が

あります。

l 13360539 -- 複合フォームを Planning Web から Smart View に起動できません。

l 13242100 -- Smart View で、Planning フォームにデータを入力し、ビジネス・

ルールの実行直後に送信しようとすると失敗し、「データ・フォームのページ

が変更されました。」というエラーが表示されます。

l 13024793 -- 割り当てられているタスク・リストからフォームを.XLS ファイル

として開いた後に、Smart View でフォームを送信すると、Planning プロバイ

ダ・エラーが表示されます。

ライフサイクル管理
l 15986639 -- ライフサイクル管理を使用して Planning アプリケーションを開発

から本番に移行する際、次元の表示オプション(別名など)が保持されません。

l 13406410 -- ライフサイクル管理を使用して移行した後、フォームに添付され

ているビジネス・ルールの、正しいプラン・タイプへの割当てが失われるた

め、手動で解決する必要があります。たとえば、プラン・タイプ 2 に関連付

けられているフォームにビジネス・ルールが割り当てられている場合、移行

後、このビジネス・ルールはプラン・タイプ 1 から抽出されます。

l 8597432 -- ライフサイクル管理を使用して、次元行が非表示になっているフォー

ムをエクスポートすると、非表示の次元は生成される XML ファイルに表示さ

れませんが、ファイルをインポートした場合は、Planning に表示されます。
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既知の問題

サブトピック

l パフォーマンスを 適化するための推奨構成

l Planning

l Capital Asset Planning

l Project Financial Planning

l Public Sector Planning and Budgeting

l Workforce Planning

l EPM Workspace

l ライフサイクル管理

l Performance Management Architect

l Smart View

l Web ブラウザ

このリリースで注意が必要な既知の問題は次のとおりです。

パフォーマンスを 適化するための推奨構成

サブトピック

l インターネット・ブラウザ

l サーバー

l クライアント

l クライアントからサーバーへの接続

Oracle Hyperion Planning New Features で説明するように、このリリースでは、多く

のユーザー・インタフェースの機能が拡張されています。これらの新機能を使用

してパフォーマンスを 適化するには、次の推奨構成を実装する必要があります。

改善された Planning ユーザー・インタフェースでは、Web 2.0 に類似した機能に

より提供されるインタラクティブ機能を効率よく処理できるブラウザが必要です。

当社のテストでは、Internet Explorer (IE) 7、IE 8 および Firefox 3.x では、このよう

なインタラクティブ機能を通常処理できず、これらのブラウザのバージョンの応

答性および速度は、前のリリースの Planning ほど速くないという結果が出ました。

このため、以前のリリースのような応答性を得るためには、IE 9 または Firefox 10

以降にブラウザをアップグレードすることをお薦めします。

ただし、IE 7、IE 8 および Firefox 3. X のレスポンス時間が許容できる場合がある

ため、これらのリリースを使用する場合は、ブラウザでエンド・ユーザーのレス

ポンス・テストを行い、新しいユーザー・インタフェースをインストールする前

にブラウザのパフォーマンスを確認することをお薦めします。

Planning リリース 11.1.2.1 の古いユーザー・インタフェースおよび機能を使用でき

ます。詳細は、Oracle Hyperion Planning Administrator's Guide の Planning リリース

11.1.2.1 のユーザー・インタフェースおよび機能の使用に関する項を参照してくだ

さい。
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インターネット・ブラウザ

l ADF を有効化した場合、この Planning リリースの標準モードで、IE 9 を使用

する必要があります。ADF が有効になっている場合は、このリリースでは IE

9 での互換性モードはサポートされません。

l ADF が無効の場合、これが、クラシック Planning11.1.2.1 ユーザー・インタ

フェースをサポートする 後のリリースです。将来のリリースでは、ADF を

有効化する必要があります。

l クラシック Planning のリリース 11.1.2.1 では IE 9 を使用できません。かわり

に、クラシック Planning のリリース 11.1.2.1.100 で IE 9 を使用します。

サーバー

l 64 ビット

l 16 GB の物理 RAM

クライアント

l IE 9 および Firefox 10 以降において 適化

クライアントからサーバーへの接続

l クライアントとサーバー間は高速インターネットまたは VPN で接続します。

電話モデムを介して提供される接続はサポートされていません。

l クライアントからサーバーへの Ping 時間は 150 ミリ秒未満である必要があり

ます
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Planning

サブトピック

l 承認およびプランニング・ユニット

l ビジネス・ルール

l データおよびメタデータのロード

l データ検証

l 次元

l 為替レート・テーブル

l フォーム、複合

l フォーム、全般

l ローカライズ

l オフライン Planning

l Planning 管理

l 印刷と印刷プレビュー

l レポート

l 検索、ソートおよびフィルタリング

l セキュリティ

l メンバーの選択

l スマート・リスト

l タスク・リスト

承認およびプランニング・ユニット

l 16234326 -- 「シナリオおよびバージョンの割当て」で、シナリオおよびバー

ジョンの割当てを削除し、「保存」をクリックした場合、変更が保存されませ

ん。

l 16233959 -- 表示ユーザー役割を持つユーザーは、承認を使用できません。

l 15939345 -- 2 つの非常に大きな次元(メンバー数が 10,000 以上)のすべてのメン

バーが選択されている場合、データをコピーできません。

l 13894058 -- プランニング・ユニットを開始し編集した後、「承認の使用可能」

オプションが、ユーザーが設定しなくても「除外」に設定されます。

ビジネス・ルール

l 16616041 -- ビジネス・ルールをアプリケーションにロードする際、Public Sector

Planning and Budgeting または Project Financial Planning アプリケーションの作

成がエラーで失敗するという問題が一部のユーザーで発生する可能性があり

ます。この問題を回避するには、次のパラメータを、Oracle/Middleware/

user_projects/epmsystem1/httpConfig/ohs/config/OHS/ohs_component

にあるファイル mod_wl_ohs.confの calcmgrプロパティに追加します:

m WLIOTimeoutSecs 14400

m Idempotent OFF

m WLSocketTimeoutSecs 600

ファイルを更新する前の calcmgrプロパティの例:
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            <LocationMatch ^/calcmgr>

    SetHandler weblogic-handler

    WeblogicCluster 

            servername

            

</LocationMatch>

         

ファイルを更新した後の calcmgrプロパティの例:

            <LocationMatch ^/calcmgr>

    SetHandler weblogic-handler

    WeblogicCluster 

            servername

            

    WLIOTimeoutSecs 14400

    Idempotent OFF

    WLSocketTimeoutSecs 600

</LocationMatch>

         

パラメータを追加した後に、OHS を再起動します。

l 10150284 -- 実行時に小数点を含む数値を入力できません。

l 9964318 -- Calculation Manager に 2 つのビジネス・ルールを作成し、「Rule 1」

と「Rule 1」のように、スペースの使用が異なるが同じ文字を同じ順序でルー

ル名に使用すると、Planning ではスペースが保持されずにルールが同じ名前で

表示されます。データベースでは、ルール名が正しく表示されます。

l 9438498 -- 現在のアプリケーションとは異なるターゲット・アプリケーション

のビジネス・ルールがルールセットにあると、メンバー・セレクタが実行時

プロンプトに設定されている制限を認識しません。

l 8628003 -- UDA 関数を使用するビジネス・ルールが Performance Management

Architect 検証を通っても、Planning 検証で失敗します。ただし、ビジネス・

ルールがフォームに関連付けられている場合、正常に起動されます。

l 8585767 -- 「名前を付けて保存」を使用して複合フォームを既存の複合フォー

ムから作成し、新規のフォームを別のフォーム・フォルダに移動する場合、

元の複合フォームに定義されたビジネス・ルールが新規のフォームに転送さ

れない場合があります。

l 7485452 -- 「保存時に実行」が選択されているフォームに対し、1 つ以上の実

行時プロンプトのある複数のビジネス・ルールを割り当てると、ビジネス・

ルールを起動したときにエラーが発生することがあります。この問題を回避

するには、「保存時に実行」が選択されているフォームに対して、実行時プロ

ンプトのある複数のルールを割り当てないでください。

データおよびメタデータのロード

l 16575363 -- 期間メタデータをインポートする際、アウトライン・ロード・ユー

ティリティまたは Planning アウトライン・ロードによって、YearTotal レコー

ドが拒否されます。他のすべての期間メンバーは正しくインポートされます。
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これを回避するには、このエラーを無視し、次元エディタを使用して、YearTotal

レコードを必要に応じて変更します。

l 16104148 -- Planning は、ASO キューブに対して一度に 1 つのデータ・ロード・

プロセスのみをサポートしています。ASO への同時のデータ・ロードはサポー

トされていません。

l 14775621 -- アウトライン・ロード・ユーティリティは、カッコが埋め込まれ

ているメンバーのデータをロードしません。例:

            Period, TestAccount, Point-of-View, Data Load Cube Name Jan, 

111, ”Ent1,Current,Dept Submission (Base Initial),FY14", Plan1

         

この問題を回避するには、Dept Submission (Base Initial)からカッコを削

除してください。

l 14651499 -- 場合によって、Planning では、共有メンバーをドライバ次元および

元のメンバーに追加することが許可されます。

l 14284303 -- Oracle Data Integrator Adapter for Planning リリース 11.1.1.1 を使用し

ている場合、データを Planning にロードする際に次のロード・エラーが表示

されます:

m “Planning writer_0 : [ERROR] Error during initialization.

Error message is: Error unmarshaling return; nested exception

is: java.io.InvalidClassException:

com.hyperion.planning.HspRuntimeException; local class

incompatible: stream classdesc serialVersionUID =

5036872391602337965, local class serialVersionUID =

-1731297009856189748”

m Planning writer_0 : [ERROR] Error during initialization. Error

message @ is: java.lang.RuntimeException:

HyperionPlanningBean::beginLoad: Could not derive locale from

systemCfg format for data loading.

この問題を回避するには、HSP_SYSTEMCFG 表の DATE_FMT を確認してくだ

さい。日付フォーマットが MM/dd/yyyy の場合、MM-DD-YYYY に更新してく

ださい。これを行う前に、データベースをバックアップしていることを確認

してください。Hsp_SystemCfg テーブルの date_format は、バージョン 9.3 では

MM/DD/YYYY に設定されていましたが、後のバージョンでは MM-DD-YYYY

に設定されています。

l 12318933 -- アウトライン・ロード・ユーティリティを使用して、スペースを

含む次元をロードする場合、コマンドラインの次元名パラメータを引用符で

囲む必要があります。

l 9787036 -- アウトライン・ロード・ユーティリティは、メンバー式の改行を無

視しません。このユーティリティでは各行が個別のメンバーとして解釈され

るため、.CSV 入力ファイルに改行のあるメンバー式が含まれる場合、アウト

ラインのロードが失敗します。

l 7435804 -- アウトライン・ロード・ユーティリティが正しく機能するには、ア

プリケーション名の大文字と小文字が正しく指定されている必要があります。
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データ検証

l 11667701 -- 動的ユーザー変数を変更する際、プランニング・ユニットの検証

タスク・リストから表示すると、更新された変数が POV およびページに表示

されない場合があります。この問題を解決するには、検証レポートを開き、

変更された値を確認します。

次元

l 14558468 -- 次元またはメンバーの検索時に次の問題が発生する可能性があり

ます:

m 次元エディタで検索する場合、先にメンバーを選択しない場合、次のエ

ラーが表示されます: このページを処理中にエラーが発生しました。

m 検索している次元が強調表示されず上部に配置されないため、返された検

索結果をスクロールして探す必要があります。

l 14270412 -- 25 を超えるメンバーを持つ次元階層がある場合、別の次元にアク

セスする、またはログオフしてから Planning にログオンし直す場合を除いて、

25 番目より下に追加したメンバーが表示されない可能性があります。

為替レート・テーブル

l 9194390 -- 為替レート・テーブルに期首残高(Beg Bal)と履歴のレートの値のみ

が含まれる場合、Planning をリフレッシュしてもこれらの値は Essbase に対し

てリフレッシュされません。この問題を回避するには、「平均」または「末

尾」のレートを入力してからテーブルを保存します。

l 7441962 - 為替レート・テーブルに情報を入力するときは、通貨次元に区切り

文字オプションを設定した場合でも、数値のみを入力する必要があります。

通貨次元プロパティは為替レート・テーブルのエントリに適用されません。

フォーム、複合

l 13694078 -- セクションのいずれかを分割するなど、複合フォームを変更した

場合、フォームを開いた後、変更されたセクションが表示されません。フォー

ムを再ロードすると、予期したとおりに表示されます。

l 9047894、8220537 -- 複合フォームを Microsoft Excel にエクスポートすると、複

合フォームの 初の単一フォームのみがエクスポートされます。

l 多数のタブで構成される複合フォームでデータを入力する場合、保存を求め

るポップアップ・メッセージを無効にできません。

フォーム、全般

l 16551122、16677644 -- 属性が行で使用されている場合、行の次元が正しい順序

で表示されません。

l 16444909 -- アド・ホック・グリッドを操作する際、抑制オプションがリリー

ス 9.3.3Planning フォームで機能しません。
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l 16228664 -- フォーム検証ルールが、ドット(".")文字を含むセルを正しく読み取

りません。結果として、不正なセルは強調表示されます。

l 16223220 -- セル・コメントの 初の行では特殊文字が正しく表示されません。

l 16169784、16091672、15992424、15882408 -- セルのコメントに英語以外のテキ

ストを入力した後、セルのコメントに解読できない文字が表示されます。

l 16091711、15965430 -- EPM Workspace で Planning フォームを開く際、POV ド

ロップダウンが固定幅となり、完全なメンバー名または別名が表示されませ

ん。この問題を回避して長いメンバー名または別名をページ軸から表示でき

るようにするには、メンバー名または別名にマウスを置く必要があります。

l 16095820 -- 共有メンバーは、行に 2 つの次元がある場合に Planning フォーム

に表示されません。共有メンバーのラベルは、行ラベルとして表示されませ

ん。ただし、共有メンバーに関連付けられたデータは引き続き表示されます

が、間違ったメンバーに対して表示されます。同じフォームが、Smart View で

正しく表示されます。また、フォームの行に 1 つの次元しかない場合、共有

メンバーとそのデータは正しく表示および配置されます。

l 16030548 -- フォームのセル・テキストはフォーマット設定をサポートしてい

ません。

l 15973855 -- Microsoft Internet Explorer 9 ユーザーは、複数の通貨を含むフォー

ムで通貨コードを変更できません。この問題は、Microsoft Internet Explorer 8

および Mozilla Firefox ユーザーには発生しません。

l 15952183 -- 新しく作成したフォーム・フォルダが、それを追加した後「編集」

メニューに即時表示されません。新しいフォルダを表示するには、EPM

Workspace で「アプリケーション」タブを閉じ、再度開く必要があります。

l 15948220 --セルにデータを入力し、[Tab]キーを押すと、フォーカスが通貨に

正しく移動します。ただし、次のセルに移動するために[Tab]キーを再度押す

と、フォーカスは誤ってフォームから出て、メニュー・バーに移動します。

l 15834852 -- Planning フォーム・セルを編集する際、数値は、フォーム作成時に

「その他オプション」、「精度」で定義されたフォーマットと同じフォーマッ

トを維持する必要があります。

l 14808741 -- Planning フォームのセルで、すべてのテキストが表示されません。

l 14794898 -- ページ・メンバーの表示プリファレンスが「階層に基づいてイン

デント」に設定されている場合、「メンバー選択」ダイアログ・ボックスでメ

ンバーを選択した後、メンバーがドロップダウン・ボックスでインデントさ

れ誤って表示されます。リフレッシュすると、この問題は解決されます。

l 14794516 -- 画面の解像度が 1024 x 768 に設定され、ランタイム・プロンプトを

使用してビジネス・ルールを実行した場合、起動ボタンがプロンプトに表示

されません。この問題を回避するには、画面を別の解像度に設定します。

l 14740305 -- Planning フォームは、日付を昇順または降順でソートする必要があ

ります。ただし、日付は、実際の日付ではなく、月の日付でソートされます。

l 14680311 -- ADF が有効になっている場合、編集されたセル(ロックされていな

い)およびロックされたセルが同じ色で表示されます。

l 14673046 -- ADF が有効になっている場合、ピボット・テーブル・セルのリッ

チ・テキスト・エディタはサポートされません。
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l 14547509 -- 別名をメンバーに対して定義して使用可能にしても、Planning フォー

ムのセルの添付ファイルに別名が表示されません。

l 14492840 -- グリッドの診断を実行する特定のフォームを指定しても、すべて

のフォームで診断が実行されます。

l 14491094 -- エラーを閉じた後にフォーム・タブに移動できますが、Internet 9

ユーザーには、編集モードでフォームを開き、フォーム・タブを使用した場

合、このエラーが表示される場合があります。

            Unable to get value of the property 'getClientId': object is null or 

undefined Line: 686 Char: 481 Code: 0 

URI: http://hostserver:19000/HyperionPlanning/afr/partition/ie/n/default/opt/

core-11.1.1.6.2-2198.js

         

l 14292651 -- テキスト・フィールドでアド・ホック・グリッド・データをソー

トした後、ソート前に位置していた交差に、入力し送信したデータがロード

されます。

l 14211460 -- グリッドの操作中、「入力」オプションが選択された行に「リレー

ショナル分散」オプションが選択されている場合、または、「均等分割」オプ

ションに基づいて一括割当てが誤ってデータを分散した場合、一括割当ては

失敗します。

l 14192645 -- グリッド分散機能により、ロックされた要約期間で不適切な計算

が実行される場合があります。

l 14142871 -- 2 つのフォーム間で移動すると、ページ次元共有メンバーの選択が

保持されません。これは、フォームの間で切り替えるたびにページ共有メン

バーを再選択する必要があることを意味します。

l 13899944 -- テキスト型セルに入力したテキストが、指定されたセル・サイズ

に入力する必要があるテキストが収まるようにラップされません。また、テ

キスト・データ・セルに 初に入力した複数の行にわたるテキストは、セル

内でテキストを編集する場合は 1 行として表示されます。

l 13790557 -- フォーム内で使用中の「すべての年」を削除すると、「すべての

年」は「年」親に移動されます。

l 13788883 -- メンバー範囲タイプ変数を持つメンバー名、およびスペースを含

むメンバー名は、メンバー・セレクタからメンバーを選択する際に引用符(" ")

で囲む必要があります。

l 13728452 -- フォームの保存時に複数のビジネス・ルールを起動するように設

定する場合、ルールセットを使用して、ビジネス・ルールを一度に実行する

必要があります。このようにしない場合、データの不整合が発生する可能性

があります。

l 13709850 -- 「ローリング予測設定」ダイアログ・ボックスで「既存の代替変

数の再利用」が選択されている代替変数を含むフォームの場合、選択された

期間と年が、代替変数に設定されている年と期間と異なる場合、値は元の年

と期間に設定されます。既存の年と期間の値が使用されることを通知するメッ

セージが表示されます。
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l 13561653 -- 右クリックしてタスク・リストからルールを起動する場合、ルー

ルが正常に起動されても、プロンプトが実行時プロンプト・ウィンドウに常

に表示されます。

l 13321947 -- 「レイアウト」タブの行または列セグメントに複数のメンバーが

あり、「選択内容を別々の行に配置」オプションを選択すると、次の状況が発

生する場合があります:

m セグメントに間違ったメンバーが選択される場合があります。たとえば、

メンバー 1 とメンバー 2 が行セグメントに存在していて、メンバー 1 がセ

グメント 1 に選択されずに、メンバー 2 がセグメント 2 に選択されませ

ん。

m デザイナ・グリッドがリフレッシュされません。

この問題を解決するには、「レイアウト」タブを終了し、グリッド・デザイナ

をリフレッシュして、更新されたセグメントを表示します。

l 13065602 -- エクスポート後、2 つの異なるデータベースに関連する複数のビジ

ネス・ルールに関連付けられているフォームに、いずれか 1 つのデータベー

スに関連する 1 つのビジネス・ルールしか含まれません。

l 12907698 -- 基本期間として 53 週が設定されているアプリケーションで、非対

称の列を持つフォームにデータを入力すると、保存エラーが表示され、基礎

となる Essbase アプリケーションが応答しなくなり再起動される場合がありま

す。

l 12632935 -- エクスポートされた Microsoft Excel ファイルで階層が抑制されませ

ん。

l 12550717 -- フォームを Smart View から開き、子レベルでデータを入力して、

フォームを計算するための通貨計算スクリプトを実行した場合、スクリプト

によってフォーム上のロールアップ計算が正しく実行されない場合がありま

す。

l 10324616 -- 上または下に移動されたセグメント、または削除されたセグメン

トを参照する式は、特にセグメントが範囲(sum([1:3])など)の一部として使用

されている場合に、更新されたセグメントの位置を反映するように更新され

ないことがあります。変更されたセグメントの位置や削除が正しく反映され

るように、手動で式を更新する必要があります。

l 10298120 -- 小数点以下が 9 桁を超える数値に四捨五入されている場合、Round

関数の結果が正しくなりません。

l 10226960 -- 動的時系列(DTS)メンバーが含まれ、「欠落ブロックの抑制」オプ

ションが選択されているフォームを開けません。

l 9945942 -- データの分散中に「セルのロック/ロック解除」オプションを使用す

ると、予期しない動作をします。たとえば、「開始期間」より前の月の読取り

専用データが調整され、年合計がロックされます。

l 9734723 -- フォームで動的計算とともに「欠落ブロックの抑制」設定を使用す

ることはサポートされていません。

l 9654763 -- フォームを PDF ファイルに出力する際、列がフォーマットされてい

ない状態で表示されます - 列幅が狭すぎてメンバーの名前が表示されません。

この問題を回避するには、「ファイル」の次に「スプレッドシートのエクス

34 Readme



ポート」を選択し、Excel のフォーマット・オプションを使用してフォントや

列のサイズを変更します。または、Excel 内から Smart View を使用し、フォー

ムを開いて出力します。

l 9328504 -- フォーム・セル内をクリックしてドリル・スルー・アイコンを選択

すると、ソース・データが表示されます。「編集」メニューの「ドリルス

ルー」オプションを使用すると、Web ブラウザの問題が発生する可能性があ

ります。

l 9284400 -- フォーム名にアンパサンド文字(&)を使用すると問題が発生する可

能性があります。

l 9223718 -- 2 つのフォーム次元に「次元の非表示」プロパティが設定されてい

る場合、データ・フォームが開かず、Web ブラウザの応答が停止します。

l 9094156 -- 動的時系列(DTS)メンバーがページまたは POV の軸で使用されてい

る場合、フォームをリフレッシュすると、リフレッシュの前に行われたペー

ジまたは POV の軸における選択は保持されません。

l 8862285 -- ブラウザの「編集」メニューの「検索」を使用してフォーム・メン

バーを検索すると、指定したメンバーが表示されます。ただし、グリッド表

示の問題のため、表示されるメンバー値が正しくない可能性があります。

l 8636593 -- データの送信、データのリフレッシュまたはビジネス・ルールの実

行に伴う問題は、ユーザーが複数のフォームを同時に操作すると発生する可

能性があります。

l 8620404 -- 「欠落ブロックの非表示」プロパティが設定されている場合、動的

計算メンバーはフォームに正しく表示されません。

l 8579404 -- フォームの複数の次元を非表示にすると、Microsoft Internet Explorer

が応答しなくなる場合があります。

l 8309383 -- 複数通貨アプリケーション・フォームでは 3 桁ごとの区切り文字が

「なし」以外のフォーマットに設定されているセルの値を、3 桁ごとの区切り

文字が「なし」に設定されているセルにコピーできません。

l 7626059 -- 「テキスト」タイプのデータがフォームから削除される際、この

データは Essbase データベースからは削除されません。

ローカライズ

l 16319185 -- 次の Planning エラー・メッセージはローカライズされていません:

            Attributes cannot be associated with members enabled for dynamic children.

         

l 15866074 -- Smart View と Microsoft Windows でフランス語(カナダ)で表示する

ように構成しても、コメントの添付ファイルおよび履歴レコードの日付形式

がフランス語(カナダ)形式で表示されない場合があります。

l 14536175 -- Smart View は Planning よりも多くのロケールをサポートしている

ため、Smart View が Planning でサポートされていないロケールを使用してい

る場合、Planning から Smart View に渡された文字列は英語で表示されます。

ただし、Smart View と Planning が同じロケールにない場合、この限りではな

く、Smart View に渡される文字列は英語以外の言語で表示されます。
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l 14467288 -- Planning および Calculation Manager で使用するロケールを正しく定

義しても、Calculation Manager ルール・プロンプトは、カンマ区切りの小数点

および 3 桁ごとのドット区切り文字を受け入れません。たとえば、スペイン

語のロケールで使用している場合、2.5 で乗算するために 2,5 と入力すること

は受け入れられません。

l 14464462 -- Smart View で Planning アド・ホック・グリッドを開いており、中

国語または日本語ロケールで使用している場合、有効なデータ行がないため、ア

ド・ホック・グリッドを開けませんというエラーが表示される場合があります。

l 13958354 -- アプリケーション名が日本語の場合、Project Financial Planning アプ

リケーションのデータベースを作成できません。

l 13472940 -- ブラウザ・ロケール ZH-HK はサポートされていません。この問題

を回避するには、ブラウザのロケールを繁体字中国語ではなく、英語に設定

します。

l 8970964 -- Planning では、パスワードでロシア語の文字などの非 ASCII 文字は

サポートされていません。

l 7639511 -- プランニング・ユニットの注釈が長い場合には問題が突発的に起こ

るため、プランニング・ユニットの注釈は日本語では 1200 文字以下に制限す

ることをお薦めします。

オフライン Planning
l 10410230 -- ビジネス・ルールが、オフラインのフォームで右クリック・メ

ニューを使用して起動された場合、ビジネス・ルールには非表示の実行時プ

ロンプトが表示されます。

l 13717851 -- オフライン Planning は、32 ビットの Microsoft Office および 64 ビッ

ト・オペレーティング・システム上の Smart View インストールのみをサポー

トします。

l 13424834 -- オフライン Planning で、ビジネス・ルールを実行するメニュー、

または他のフォームに移動するメニューをデータ・セルから使用できません。

オフライン・モードでショートカット・メニューにアクセスするには、行ま

たは列のヘッダーを選択します。

l 10383127 -- ユーザーが作成した代替変数または動的代替メンバー(動的 POV)

を含むフォームは、オフライン Planning でサポートされていません。

l 9440181 -- 「欠落の抑制」が選択されているフォームで、フォームをオフライ

ン化すると、一部の読取り専用セルが書込み可能になります。オフライン・

モードでセルは書込み可能と表示されますが、同期する際にデータは読取り

専用のセルには保存されません。

l 8655540 -- 関数(例: ILv10Descendants(No Accounts))を使用して Planning データ・

フォーム内のページ・メンバーが選択され、共有メンバーのみが安全上の理

由から選択されている場合、データ・フォームを Smart View でオフラインに

するとエラーが発生します。

l 6562493 -- オフライン Planning では、日付のデータ型を持つセルにサポート詳

細を保存できません。
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Planning 管理

l 16447333 -- ASO キューブおよび HCP プランで使用する Oracle Hyperion

Workforce Planning、Oracle Hyperion Capital Asset Planning または Public Sector

Planning and Budgeting アプリケーションを作成する場合、次元およびメンバー

を使用可能にする前に、アプリケーションを初期化する必要があります。

l 16383830 -- 動的メンバーへのアクセス権を持つユーザーのセキュリティ・フィ

ルタを作成またはリフレッシュした後、Essbase バケット名が、実際のメンバー

名の代わりに、動的メンバーのフィルタ行に表示されます。

l 16072636 -- ビジネス・ルール・メニュー・タイプの既存のメニューを編集で

きません。これは、ビジネス・ルール・メニュー・タイプにはプラン・タイ

プ・オプションがなく、「編集」メニューには、プラン・タイプの明示的な

チェックがあるためです。

l 15949368, 15871949 -- 「メンバーのプロパティ」タブで、ユーザー定義属性

(UDA)を編集し保存すると、UDA が消えます。UDA への変更は、「UDA」タ

ブで行った場合のみ保存されます。

l 15923501 -- 使用状況統計で、単一のユーザーに対して複数のセッションが誤っ

て表示されます。

l 15880721 -- セキュリティ・フィルタの作成およびリフレッシュは、ASO デー

タベースでサポートされていません。これは、サード・パーティのソースの

ASO データベースからデータを取得できないことを意味します。データは、

Planning を介して直接取得するか、または Financial Reporting の場合、Planning

ADM ドライバを介してのみ取得できます。

l 15841695 -- Planning の統計 Web ページのリストに重複する行が表示され、わ

かりにくくなっています。

l 14699425 -- ユーザー・アクセスを割り当てるナビゲーションの動作に整合性

がありません。たとえば、「グループ」タブで「閉じる」をクリックすると、

「ユーザー」タブに誤ってフォーカスされます。

l 13729396 -- Planning では、2 つのアプリケーションで同じ次元が使用されてい

ない場合、メンバー範囲または次元間変数の値を検証できません。

l 13423598 -- グループを使用して、Planning アプリケーションのユーザーをプロ

ビジョニングし、監査レポート用にグループ管理を選択して、後でユーザー

がグループから削除された場合、この削除を説明するエントリが

HSP_AUDIT_RECORDS に記録されません。

l 9794656 -- ライフサイクル管理以外のツールを使用して環境の間でアプリケー

ションをコピーできません。

l 8603489 -- EPM Workspace のユーザー・プリファレンスを変更し、変更した

ユーザーの中の 1 つをユーザー変数としてフォームで選択すると、次のエラー

が表示されます:

            An Error occurred while processing this page. Check the log for details.

         

l 7420574 -- UNIX システムで Planning を実行する場合、ImportSecurity ユーティ

リティを実行する前に、ExportSecurity ユーティリティからの出力ファイル名

を Secfile.txtに変更します。
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l 7225626 -- 「管理」、「データ・ロード管理」の順に使用してドライバ・メン

バーを追加すると、後でそのメンバーを削除できなくなります。この問題を

回避するには、「データ・ロード管理」ウィンドウの選択済メンバーのリスト

からドライバ・メンバーを削除します。

l ValidateData.jsおよびそのヘルパー JavaScript を使用してカスタマイズした

Planning フォームは、Planning リリース 11.1.2.2 の ADF ベースのユーザー・イ

ンタフェースでは動作しません。ただし、カスタマイズされたフォームは、

リリース 11.1.2.2 より前の Planning リリースのクラシック・ユーザー・インタ

フェースとは引き続き動作します。

印刷と印刷プレビュー

l 13064603 -- (URL およびシングル・サイン・オンを使用して)タスク・リストか

らレポートを実行すると、レポートを PDF フォーマットにエクスポートでき

ません。PDF フォーマットでレポートを表示し、印刷するには、EPM Workspace

からレポートを実行します。

レポート

l 16099175 -- 手動で並べ替えるタスク・リスト列の位置が、タスク・リスト PDF

および Microsoft Excel レポートで正しく表示されません。列の位置は指定され

たテンプレートによって決定され、列の並べ替えにより手動で変更できませ

ん。

l 14699022 -- Microsoft Excel 2003 PS3 を使用し、Microsoft Excel レポートを作成

してタスク・リスト・データを表示する場合、ファイルのフォーマットを認

識できないことを示すエラーが表示されます。Microsoft Excel 2007 を使用して

おり、ファイルのフォーマットが、ファイル拡張子で指定されたフォーマッ

トと異なる場合、「OK」をクリックするとレポートは開きますが、Microsoft

Excel フォーマットではありません。

検索、ソートおよびフィルタリング

l 14394635 -- Planning で次元メンバーを検索する際、次のエラーが表示されま

す: このページを処理中にエラーが発生しました。詳細は、ログを参照してく

ださい。この問題を回避するには、検索を実行する前に、親の次元またはメ

ンバーを選択してください。

セキュリティ

l 8633509 -- ドリルスルー・アイコンのあるフォームでは、「スマート・リスト」

ドロップダウン・リストのあるセルにアイコンが表示されますが、ユーザー

はこのアイコンをクリックできません。

l 8553839 -- セキュリティ監査レポートの「実行対象」列に、サーバー名または

アドレスのかわりに「不明」と表示される場合があります。
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メンバーの選択

l 13724899 -- メンバー・セレクタで複数の次元を操作し、次元間を切り替える

際、個々のメンバー・ノードの展開および縮小の状態は保持されません。

l 13600650 -- メンバーを選択する際、一度に複数のメンバーを選択すると問題

が発生します。

スマート・リスト

l 8714045 -- スマート・リスト ID のカスタム値を定義する場合は、ゼロを ID と

して使用しないでください。ゼロを ID として使用すると、スマート・リスト

が Essbase データベースに保存されるときにデータが消失する可能性がありま

す。

タスク・リスト

l 16263588 -- ユーザーは、ビジネス・ルールを持つ子要素をタスク・リストに

追加または変更できません。この問題を回避するには、「管理」、「管理」、「次

元」、「バージョン」の順に選択します。バージョンの編集を選択し、プロパ

ティ「プロセス管理に使用可能」が選択されているかどうかを確認します。

選択されていない場合、それを選択します。バージョン次元の少なくとも 1

つのメンバーで、このプロパティが選択されている必要があります。

l 16207758 -- タスクの手順のスクロール・バーが、手順の長いタスクに表示さ

れません。

l 15881419 -- ライフサイクル管理を使用して移行されたアプリケーションのタ

スク・リスト・アイテムの編集中にエラー・メッセージが表示されます。た

だし、「OK」をクリックすると、問題なく続行できます。この問題を回避する

には、「管理」、「管理」、「次元」、「バージョン」の順に移動します。バージョ

ン・メンバーを編集し、プロパティ「プロセス管理に使用可能」が選択され

ているかどうかを確認します。バージョン次元の少なくとも 1 つのメンバー

で、このプロパティが選択されている必要があります。

l 14461892 -- タスク・リストの URL が 256 文字を超える場合は、その URL を指

定できません。

l 13624086 -- タスク・リストからレポートを開く際、レポートにアクセスする

ためにユーザー名およびパスワードを入力する必要があります。SSO トーク

ン・プロパティがタスク・プロパティで選択されている場合、次のエラーが

表示されます: 例外がスローされました。URL でセキュア・パラメータが渡さ

れたため HTTP 要求にアクセスできません。パラメータ名: 'sso_token'。

l 8460666 -- Planning はタスク期限日のフォーマットをチェックしますが、指定

された日付の制限は行いません。管理者はタスク期限日を定義する際、必ず、

依存タスクに指定された日付が適切な順序で並んでいるようにします。たと

えば、Task1 が Task2 の前に完了することが必要な場合は、Task1 の期限日を

Task2 の期限日よりも早い日付に設定します。

l 8401031 -- タスクの URL エントリは Web アドレスに変換されません。
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Capital Asset Planning

注： リリース 11.1.2.1 または 11.1.2.2Capital Asset Planning アプリケーションを保

有している場合、このモジュールのリリース 11.1.2.3 の新機能を利用するに

は、Capital Asset Planning の新しい 11.1.2.3 シェル・アプリケーションを作成

し、ライフサイクル管理を使用して新規リリース 11.1.2.3 アプリケーション

機能をアップグレード済ネイティブ・アプリケーションに移行します。

l 16353951 -- Performance Management Architect を使用してアプリケーションを作

成する場合、資産の詳細次元が「アプリケーション設定」画面に表示されま

せん。

l 16328313 -- Performance Management Architect を使用する Capital Asset Planning

アプリケーションに、すべての年を含む「すべての年」親メンバーを選択す

るオプションがありません。

l 13253184 -- 「パフォーマンス」タブで、年次元がライン・アイテム次元より

前に位置していない限り、特定のビジネス・ルールが実行されません。

Project Financial Planning

注： Performance Management Architect の Project Financial Planning アプリケーショ

ンは、リリース 11.1.2.2.300 で提供される機能のみを使用します。Performance

Management Architect を介して Project Financial Planning アプリケーションを

作成するユーザーは、リリース 11.1.2.3 で導入された新機能を使用できませ

ん。

l 16586760 -- 収益を生み出す資本プロジェクトの場合、「収益促進要因 - 資本プ

ロジェクト」フォームで、仮定を入力する際に、「ユニット(YOY %増加)」お

よび「単価(YOY %増加)」の各年に値を入力する必要があります。年のセルが

空白のままの場合、以降の年の収益は、その年に値が指定されている場合で

も計算されません。この問題を回避するには、空白のセルに 0 (ゼロ)値を入力

します。それらのセルは空白のままにしないでください。

l 16574256 -- インポートされたプロジェクトの計算ルールは、実績のシナリオ

および 終のバージョンに対して実行されると、既存プロジェクトに対して

失敗します。失敗する理由は、インポートされたプロジェクトの計算ルール

セットの一部である「プロジェクト・スコアの計算」が既存のプロジェクト

で実行できないため、「プロジェクト・スコアの計算」ルールが失敗するから

です。既存および新規プロジェクトの両方に対して、インポートしたプロジェ

クトを計算する共通ルールがあるため、既存プロジェクトのルールの実行が

失敗します。この問題を回避するには、次の例に示すように、プロジェクト・

キューブの下にあるルール CalculateProjectScore を変更し、"Net Present

Value (NPV)"行の後に条件 IF ( @ISCHILD( "New Project")) ... ENDIFを

追加します。

             "Net Present Value (NPV)" ( 
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              /***** Add the below line *****/ 

              IF ( @ISCHILD( "New Project")) 

                projectEndDate = "No Project Element"->"BegBalance"->"End 

Date"; 

                projectEndMonth = @TRUNCATE( @MOD( projectEndDate, 10000) / 

100); 

                …… 

                    ENDIF 

                ENDIF 

              /****** Add the below line *****/ 

              ENDIF 

            ) 

         

ルールを変更した後、保存し、アプリケーション・レベルで配置して、すべ

ての依存ルールも配置されるようにします。

l 16512364 -- Project Financial Planning で、翻訳されたアプリケーションでも代替

変数のデフォルト値は英語です。英語以外のアプリケーションの場合、英語

の値を正しい翻訳された値に変更します。

l 16354519 -- Planning のメンバー・オンザフライ機能を使用して、新規メンバー

を追加する場合、プランニング・ユニットが管理者によって同期されていな

い場合、新規メンバーが「承認」に表示されません。

l 14548188 -- Project Financial Planning ユーザーに、「フィルタ条件に一致するプラ

ンニング・ユニットがありません。」というメッセージが表示され、「承認の管

理」を使用したプランニング・ユニットの表示およびアクセスを期待どおり

に実行できません。

l 14547372 -- Project Financial Planning ユーザーに対して、一部の状況で、「収益

仮定」ページで単価の数値が表示されない場合があります。

l 13566568 -- Project Financial Planning 内の既存のプロジェクトの「プロジェクト

KPI の確認」複合フォームを表示する際、「プロジェクトなし」レベルの KPI

の表示を選択しないでください。

l 13456856 -- Project Financial Planning でサンプル・プロジェクトを作成する場

合、デフォルト・ユーザー・プリファレンスがアプリケーションの作成時に

設定されません。

l 13401335 -- Project Financial Planning で、会社間支出が、所有エンティティの現

地通貨に自動的に換算されません。

Public Sector Planning and Budgeting
l 16677202 -- 「給与の配賦に従う」が「いいえ」に設定されていて、一部の従

業員/職階の配賦が、従業員/職階レベルで指定されている配賦を上書きしてお

り、その他が上書きしていない場合、配賦データは要素に移入されません。

この問題は、特定の従業員/職階の「報酬を一般会計の勘定科目に配賦」タス

クの起動中にのみ発生します。この問題を回避するには、従業員/職階レベル

で「報酬を一般会計の勘定科目に配賦」タスクを起動します。
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l 16580178 -- コミットメント・コントロールおよび意思決定パッケージの機能

が有効になっている場合、意思決定パッケージに複数の予算要求が含まれて

いるかどうかを確認する予算チェックを実行するとエラーが発生します。

l 16560036 -- 意思決定パッケージが有効な職階のみのアプリケーションの場合、

単一ステップの職階の転換を月の半ばで実行するとソース・エンティティの

計算が正しく行われません。

l 16554257 -- 意思決定パッケージが有効なアプリケーションで、追加所得タイ

プ要素の「給与の配賦に従う」が「いいえ」に設定されていると、支出が GL

勘定科目に配賦されません。

l 16527860 -- HCP が有効ではなく意思決定パッケージが有効である場合、意思

決定パッケージのコピー操作を実行すると、改訂プロパティの一部が消去さ

れます。

l 16515538 -- 2 つ目の予算要求を作成し、 初の予算要求で行われた割当ての給

与を調整する場合、他のパーセンテージベースの報酬要素がそれに応じて 2

番目の予算要求で調整されません。

l 16412382 -- 意思決定パッケージが有効な従業員のみまたは職階および従業員

のアプリケーションで、改訂従業員詳細には、報酬予算開始年と同じ開始年

が割り当てられます。従業員に報酬予算開始年より前の詳細がある場合、開

始日付は、報酬予算の開始年の 初の日になります。予算策定中に、従業員

が報酬予算開始年より前にアクティブであり、給与、工数、ステータス、給

与以外および配賦割当てが含まれる場合、改訂従業員詳細は、報酬予算の開

始年から開始します。

l 16362193 -- Smart View で Public Sector Planning and Budgeting アプリケーション

の操作中、行/列で予算要求メンバーを取得できません。

l 16355521 -- ASO プラン・タイプが選択されている場合は、Public Sector Planning

and Budgeting アプリケーションを作成できません。この問題を回避するには、

Public Sector Planning and Budgeting モジュールが初期化されるまで、ASO キュー

ブを初期化しないでください。たとえば、ASO プラン・タイプおよび人材プ

ランニングのプラン・タイプをアプリケーションの作成中に使用する Public

Sector Planning and Budgeting ユーザーは、Plan1、Plan2、Plan3、HCP および

ASO プラン・タイプを有効化し、「プラン・タイプ」画面で有効化しないプラ

ン・タイプを削除する必要があります。

l 16354519 -- Planning のメンバー・オンザフライ機能を使用して、新規メンバー

を追加する場合、プランニング・ユニットが管理者によって同期されていな

い場合、新規メンバーが「承認」に表示されません。

l 16325324 -- 「基本要素への配賦」の選択を「はい」から「いいえ」に変更す

るためのスマート・リスト・ドロップダウン逆三角形を表示できません。こ

の問題を回避するには、他の列ををサイズ変更または縮小し、右側の「給与

の配賦に従う」を拡大します。

l 14371168 -- 意思決定パッケージが有効化されたアプリケーションで、「要求職

階の管理」タスクを使用して新しい職階を追加した後、「すべての職階の管

理」タスクに対して職階の右クリック・メニュー・オプションが使用できな

くなります。この問題を回避するには、「タブ」ボタンを使用してメニューを

表示するか、ブラウザ・ウィンドウのメイン・コンテンツ領域を変更して、

ブラウザ上部のマストヘッドのスプリッタを移動します。
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l 13846249 -- コミットメント・コントロールの統合により、Web サービス呼出

しを通じて、PeopleSoft Commitment Control で定義されているルールに対して

リアルタイムに予算チェックを行うことができますが、これは、意思決定詳

細グリッドで「予算のチェック」ボタンをエンド・ユーザーがクリックする

と開始されます。2 人のユーザーが同時にコミットメント・コントロールの資

金チェックを起動すると、PeopleSoft 予算チェック・プロセスでテーブル・

ロック・エラーが発生します。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management

ERP Integration Adapter for Oracle Applications は、現在 1 つのライトバック・

ルールを提供しており、このルールは、コミットメント・コントロールの検

証プロセスで使用されます。この競合は、1 人のユーザーが複数の同時プロセ

スを起動しているかのように、2 つのユーザー・プロセスが、ERP Integrator

を介して 1 つのプロセス・インスタンスとして扱われるため発生します。こ

の問題を回避するには、Public Sector Planning and Budgeting を介してコミット

メント・コントロール検証を実行する、個別の Oracle Hyperion Financial Data

Quality Management ERP Integration Adapter for Oracle Applications ライトバッ

ク・ルールを各エンティティに定義します。

l 11737150 -- Public Sector Planning and Budgeting では、「従業員予算の詳細」で

「ジョブ別従業員の保持」を使用して従業員を異動できません。この問題を回

避するには、「ジョブの詳細の編集」に移動し、「アクティブなジョブ」から

ジョブを選択し、「ジョブの詳細の表示」を選択して、従業員タブに移動して

従業員を転出します。

l 10339351 -- Public Sector Planning and Budgeting で、事前定義済 Financial

Reporting レポートに、職階の調整、税および福利厚生が表示されません。

l 10336709 -- Public Sector Planning and Budgeting では、すでにコンテキストから

値が定義されている場合でも、「実行時プロンプト」ダイアログ・ボックスが

表示されることがあります。

l 8851138 -- 職階と従業員の組合せに給与等級が定義されていない場合など、「給

与等級の入力」操作により、そのギャップが埋められます。給与等級が存在

する場合、何も処理されません。

Workforce Planning

注： リリース 11.1.2.1 または 11.1.2.2Workforce Planning アプリケーションを保有

している場合、このモジュールのリリース 11.1.2.3 の新機能を利用するに

は、Workforce Planning の新しい 11.1.2.3 シェル・アプリケーションを作成

し、ライフサイクル管理を使用して新規リリース 11.1.2.3 アプリケーション

機能をアップグレード済ネイティブ・アプリケーションに移行します。

l 16353951 -- Performance Management Architect を使用してアプリケーションを作

成する場合、ジョブ次元が「アプリケーション設定」画面に表示されません。

l 16328313 -- Performance Management Architect を使用する Workforce Planning ア

プリケーションに、すべての年を含む「すべての年」親メンバーを選択する

オプションがありません。
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EPM Workspace
l 9886144 -- EPM Workspace を使用して Planning にログインした後、フォームお

よびフォルダが左側ペインに一貫して表示されません。

l 8629620 -- SSL アクセラレータを使用し、Oracle Hyperion Enterprise Performance

Management Workspace から Planning にアクセスする場合、HTTPS コールでは

なく HTTP コールが実行されます。

ライフサイクル管理
l 16374203 -- フォームに末尾スペースがある場合、ライフサイクル管理を使用

したフォームのエクスポートに失敗します。

l 16312605 -- Planning 関連のアーティファクトが作成された Planning アプリケー

ションの参照中、「変更日」および「変更者」プロパティが複数のアーティ

ファクトで使用できません。

l 16198496 -- ライフサイクル管理の移行中、Business Rules 関数は同等の

Calculation Manager 関数に変換されないため、ルールの検証が失敗します。

l 15861796 -- LCM 管理者としてログインしている場合、Planning アプリケーショ

ンの参照中、サービスが現在使用不可であることを示すエラー・メッセージ

が表示されます。

l 14534842 -- ライフサイクル管理を使用して移行した後、フォーム・フォルダ

のセキュリティがすべてのサブフォルダに期待どおりに適用されず、一部の

サブフォルダは移行できません。

l 14525863 -- プランニング・ユニットの所有者がソース・アプリケーションか

ら削除される場合、次のエラーがプランニング・ユニットのインポート中に

発生します。

            ID OF PLANNING UNIT CREATOR IS UNKNOWN

         

l 14483057 -- 問題 14398885 が発生し(この後にリストされた問題を参照)、

14398885 に記載されている代替変数を作成し、その後 Planning でデータベー

スを作成またはリフレッシュした後に次のエラー・メッセージが表示された

場合、「カスタム定義関数の更新」オプションを使用してデータベースを作成

またはリフレッシュします。

            Verify Outline failed with the following errors: Error [1200472] detected in 

member formula for member "IRR". Error [1200472] detected in member formula for 

member "ROI".

         

l 14398885 -- ライフサイクル管理を使用して、Performance Management Architect

内に作成された Project Financial Planning アプリケーションをインポートした

後、代替変数の欠落が原因である、エラーによる配置完了メッセージが表示

されます。この問題を回避するには、次に示す変数を手動で再作成し、再配

置します:

m CurYr—現在の年。たとえば、現在の年が 2013 年である場合、この変数を

FY13 と設定します。
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m LastYr—前の年。前年が年次元に存在することを確認してください。

m NextYear—次の年(FY14 など)

m Yr3—NextYear の次の年(FY15 など)

m Yr4—Yr3 の後の年(FY16 など)

m ThisMonth—現在の月

m CurScenario—現在のシナリオ

m CurVersion—使用中

m ActVersion— 終

m ForVersion—使用中

m PlanVersion— 終

m Thisyear—現在の年

l 13805402 -- 移行後、宛先アプリケーションのディレクトリ構造およびフォー

ムの順序がソース・アプリケーションのそれと異なります。

l 10402229 -- シェルの作成ユーティリティで、セキュリティ関連のアーティファ

クトの移行がサポートされません。セキュリティ関連のアーティファクトは、

アプリケーションの作成後にインポートする必要があります。

l 10373894 -- ライフサイクル管理の移行後、Planning アーティファクト(ビジネ

ス・ルール、カスタム・メニューなど)が、ソース環境での表示順序と異なる

順序で宛先環境に表示されます。

l 10336614 -- ライフサイクル管理の移行後、宛先環境でのタスク・リストの順

序がソース環境での順序と異なります。

l 10140764 -- ライフサイクル管理の移行後、宛先アプリケーションでのディレ

クトリの順序がソース・アプリケーションでの順序と異なります。

l 10029734 -- ライフサイクル管理を使用してアーティファクトをインポートし

た後、一部のアーティファクトの順序がソース・アプリケーションの順序と

変更される場合があります。

l 9363364、9354048 -- アーティファクト・パス名の長さのため、フォームおよび

メニューのインポートに失敗しました。Windows の制限のため、アーティファ

クト・パスが 256 文字を超える場合、ライフサイクル管理では移行できませ

ん。回避策として、7-Zip (WinZip ではない)を使用してソース・アーティファ

クトを圧縮し、ターゲットの場所に 7z ファイルをコピーします。次にアーティ

ファクトを展開します。7-Zip は http://www.7-zip.org/download.html から入手で

きます。Java (1.5.11+)などのプログラミング言語にはこの制限がなく、パスが

256 文字を超えるフォルダおよびアーティファクトを処理できるため、ソース

の場所からターゲットの場所にアーティファクトをコピーするためにプログ

ラムを使用できます。

l 7454233 -- Calculation Manager ルール・アーティファクトの移行後に、ソース

環境と宛先環境の XML 間で差異が発生する場合があります。この差異は、宛

先環境に追加されるシーケンスおよびアプリケーションの順番により発生し

ます。また、宛先のシーケンスまたはアプリケーションの数によっても差異

が発生します。たとえば、ソース・アプリケーションに 1 から 5 で始まる ID

を持つ 5 つのシーケンスがあり、宛先にすでに 3 つのシーケンスがある場合、
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インポート時に、シーケンスは宛先環境において 4 で始まるように番号が変

更されます。このため、ソースと宛先の XML 間で値に差異が発生します。

l 7454182 -- アプリケーションに要員や Capex が使用可能なプラン・タイプしか

ない場合、次元メンバーの集計プロパティは Oracle Hyperion Enterprise

Performance Management System ライフサイクル管理インポート時に設定され

ません。

l 7011878 -- ソース・アプリケーションで削除された ACL は、ターゲット環境で

更新されません。

Performance Management Architect
l 16374929 -- Capital Asset Planning が配置されたアプリケーションで Workforce

Planning を初期化する際、または Workforce Planning が配置されたアプリケー

ションで Capital Asset Planning を初期化する際にエラーが発生します。この問

題を回避するには、管理者は、式がコンパイルされていないメンバーのプロ

パティを、要員プラン・タイプにのみ有効化されるように変更できます。「管

理」、「管理」、「次元」の下の既存の次元の「プラン・タイプに有効」プロパ

ティを確認および更新できます。

l 12402565 -- ソース・ファイル内のメンバーが無効な場合に、Performance

Management Architect データ・シンクロナイザでエラーが報告されません。

l 9720515 -- 2 つの異なる Performance Management Architect アプリケーションを

同時に配置できません。

l 「配置との同期」を使用して、Performance Management Architect から Essbase に

再配置する場合、追加した新規属性メンバーまたは「次元ライブラリ」で移

動する既存属性メンバーは、Essbase に正常に再配置されません。

l 代替変数をフィルタとして使用した場合、Oracle Hyperion EPM Architect と

Planning アプリケーション間のデータの同期に失敗します。

Smart View
l 16566257 -- Smart View でメンバーを追加する際、「データの送信」を選択した

後、新しいメンバーが親メンバーの下に追加されません。かわりに、ルート・

メンバーの下に追加されます。

たとえば、次の階層のようになります:

            Entity 

  1000 

  2000 

  3000 

    3100 

    3200 

  ...... 

  6000 

  ...... 
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メンバー 6100 が親 6000 の下に追加され、「データの送信」が選択された場合、

新しいメンバーがメンバー 6000 ではなく、エンティティの子として追加され

ます。

この問題を回避するには、リフレッシュせずに送信モードを選択します。リ

フレッシュせずに送信モードを選択するには:

1. Planning Web にログオンします。

2. Planning アプリケーションを開きます。

3. 「管理」、「アプリケーション」、「プロパティ」の順に選択します。

4. 次のプロパティを追加し、値を True に設定します:

                  SMART_VIEW_DIMENSION_EDITOR_PARITY_MODE

               

5. 次のオプション・プロパティを追加して、リフレッシュせずに送信を上書

きします(新規メンバーを追加およびリフレッシュした後*を上書きします):

                  SMART_VIEW_DIMENSION_EDITOR_NEW_MEMBER_SUFFIX

               

6. Smart View で Planning アプリケーションを切断し、その後再度接続しま

す。

注： 変更を有効にするために、Planning サーバーを再起動する必要はありま

せん。

l 16566075 -- Planning 拡張を使用してメタデータ(次元、メンバー)を追加し編集

する際、エンティティの新規メンバーまたはその他の次元を追加し、変更を

適用するために「リフレッシュ」をクリックする場合、Smart View にメッセー

ジリフレッシュ後のdouble値が無効が表示され、新しいメンバーが追加されませ

ん。この問題を回避するには、リフレッシュせずに送信モードを選択します。

リフレッシュせずに送信モードを選択するには前の問題(問題 16566257)に記載

されている手順に従ってください。

l 16189511 -- Planning Smart View 拡張機能(Oracle Hyperion Planning Administrator's

Guide の付録 D に記載)は、このリリースでローカライズされていますが、

Planning Smart View 拡張インストーラはこのリリースではローカライズされて

いません。次の Planning リリースでローカライズされます。

l 16031150 -- 共有データ・ストレージ・オプションは、通貨次元のメンバーに

は使用できません。

l 15917027、15911382 -- Planning 接続を使用して Smart View でアド・ホック分析

を使用しているときに、シート間で空白行を含む値をコピーし貼り付け、デー

タを送信すると、「現在、フリー・フォーム・モードを使用しています。送信

する前にリフレッシュを実行してください。」というエラー・メッセージが表

示されます。コピーおよび貼り付けされた値に空白の行がない場合、それら

を送信できます。

l 14799772 -- Smart View で、「プロンプトの非表示」オプションが選択されてい

ても、ビジネス・ルールが添付されている Planning 複合フォームにランタイ

ム・プロンプトが表示されます。
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l 14473004 -- Planning で定義されフォームで使用される属性値が、Smart View で

同じフォームを開いた場合に表示されません。

l 14461937 -- Calculation Manager で作成されたルールセットに追加したランタイ

ム・プロンプト、および新しいタスク・リストに関連付けたランタイム・プ

ロンプトが、Smart View でタスク・リストを開きルールセットを起動したとき

に表示されません。

l 14258058 -- アド・ホック分析を使用してレポートを作成し、Microsoft Excel で

表示および実行する際に、これらの問題が発生する可能性があります。これ

らの問題は、Smart View で共有接続を介して Essbase に接続する場合に発生し

ます:

m レポートを定義し問合せを適用して、Microsoft Excel ファイルとして保存

し、Microsoft Excel でレポートを実行しようとすると、応答に必要なタグ属

性が欠落していますというエラーが表示されます。

m IMPLIED_SHARE FALSE 設定を Essbase.cfgに追加し、データを Essbase

にロードし、Planning データベースをリフレッシュし、Essbase を再起動し

た後、Smart View でアプリケーションにアクセスするとデータが欠落して

います。

l 14175891 -- 使用しているブラウザで、Smart View の Planning フォームを開け

ないか、または期待どおりにフォームを開けない場合があります。次の点に

注意してください:

m Internet Explorer (IE) 8.0、9.0 - 「開く」ツールバー・ボタンをクリックして

も、フォームを開けません。

m IE 7.0 – Microsoft Excel が起動し、ログオンするためのプロンプトが表示さ

れますが、フォームが開きません

m Firefox 3.0.19 および 10 以降 – セキュリティ・アラートが表示されますが、

続行してもフォームが開きません

l 13737802 -- Planning Web と Smart View では、実行時プロンプトについて一部

の動作が異なります。たとえば、Planning で、フォーム上のショートカット・

メニューのビジネス・ルールが実行時プロンプトを非表示にするように設定

されていても、Smart View では、ルールの起動時に実行時プロンプトがユー

ザーに表示されます。

l 9690538 -- フォーム名にアンパサンド文字(&)が含まれている場合、「ファイ

ル」メニューの「Smart View で開く」メニュー・オプションを使用して Smart

View でフォームを開くことができません。

l 9458442 -- 「欠落データの非表示」オプションがフォームに設定されていて、

ショートカット・メニューが表示されない場合は、フォームを編集して、

フォームの「レイアウト」タブでこのオプションをクリアします。

l 9395874 -- 「名前を付けて保存」を使用して他のフォームから作成されたフォー

ムは、「Smart View で開く」を選択したときに空の Microsoft Excel スプレッド

シートとして表示されます。

l 9357803 -- Planning で集約タイプが「無視」と定義されていても、スマート・

リスト・データ型の値に集約セルが NA と表示されます。Web 上で、これら
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が空白として表示されます。この問題を回避するには、Web 上のスマート・

リスト定義内で#missing ラベルを削除します。

l 9299556 -- スマート・リストの実行時プロンプトがあるビジネス・ルールを起

動すると、「 後の値を使用」オプションが選択されていない場合、Planning

Web では実行時プロンプトに「スマート・リスト」ドロップダウン・リスト

の 初の値が表示されますが、Smart View では実行時プロンプトに空の値が表

示されます。

l 9032377 -- アドホック分析を Planning で Smart View から使用すると、監査情報

が保存されません。

l 8872764 -- Smart View では、代替変数およびユーザー変数はサポートされてい

ません。

l 8246706 -- Smart View を介して Planning でアドホック分析を使用した場合、

Planning では複数通貨(エンティティ通貨上書き)フォームのアド・ホック分析

はサポートされません。

l 6779540 -- Smart View で実行時プロンプトのメンバーを選択する際、共有メン

バーは表示されたリストに含まれません。

l 6769707 -- Smart View がインストールされていないマシンで Microsoft Excel か

ら Smart View を開始しようとすると、Smart View がインストールされていな

いことを示すエラー・メッセージが表示されます。

l ルール内の@RETURN 関数および計算スクリプトを使用して、ユーザーがカス

タム・エラー・メッセージを定義できるようにした場合、Smart View で、基礎

となる Oracle Essbase のエラー・メッセージが表示され、カスタム・ユーザー

定義メッセージが表示されないことがあります。

Web ブラウザ
l 16030432 -- Firefox では、POV の下向き矢印をダブルクリックすると、Planning

アプリケーションが応答しない状態になる可能性があります。また、POV メ

ンバー名をダブルクリックすると、Null ポインタ・エラーが表示されます。

l 15992688 -- Microsoft Internet Explorer 9 では、「次元の管理」で特定の次元メン

バーの検索を実行した場合に、Planning にエラー・メッセージが表示されま

す。

l 9265794 -- マウスでフォーム・セルを選択するとエラーが発生する場合があ

り、次のメッセージが表示されます。

            Warning: Unresponsive script

         

            A script on this page may be busy, or it may have stopped

 responding. You can stop the script now, or you can continue to see

 if the script will complete.
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ドキュメントの更新事項

サブトピック

l EPM System 製品ドキュメントへのアクセス

l PDF からのコード・スニペットのコピーと貼付け

l Planning 管理者ガイド

l Planning ユーザー・ガイド

l Project Financial Planning ユーザー・ガイド

l Public Sector Planning and Budgeting ユーザー・ガイド

l 『Workforce Planning 管理者ガイド』、第 4 章、「新規採用の追加」

EPM System 製品ドキュメントへのアクセス

各 EPM System 製品ガイドの 新バージョンは、OTN Web サイト(http://

www.oracle.com/technology/documentation/epm.html)の「EPM System

Documentation」エリアからダウンロードまたは表示できます。EPM Supported

Platform Matrices、My Oracle Support、およびその他の情報リソースへのリンクも

含まれる EPM System Documentation Portal (http://www.oracle.com/us/solutions/ent-

performance-bi/technical-information-147174.html)も使用できます。

配置関連のドキュメントは、Oracle Software Delivery Cloud Web サイト(http://

edelivery.oracle.com/EPD/WelcomePage/get_form)からも入手できます。

個別の製品ガイドは、Oracle Technology Network Web サイトからのみダウンロー

ドできます。

PDF からのコード・スニペットのコピーと貼付け

PDF ファイルからコード・スニペットを切り取って貼り付ける際、貼付け操作時

に一部の文字が失われる場合があり、これによりコード・スニペットが無効にな

ります。この問題を解決するには、HTML バージョンのドキュメントからコピー

して貼り付けます。
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Planning 管理者ガイド

サブトピック

l 第 2 章、「Planning の開始」、「Planning ユーティリティの操作」

l 第 3 章「アクセス権の設定」

l 第 5 章「データおよびメタデータのロード」

l 第 6 章「フォームの管理」

l 第 7 章「メンバー・セレクタの使用」、「代替変数の操作」

l 第 9 章「予算編成プロセスの管理」

l 第 12 章「Planning アプリケーション管理の操作」

l 付録 C「フォーム式関数」、「式関数」

l 付録 D「スマート・ビューを使用したプランニング・メタデータのインポートおよび編

集」、「スマート・ビューでの共有メンバーの指定」

第 2 章、「Planning の開始」、「Planning ユーティリティの操作」

Planning ユーティリティ(ProvisionUsers、ImportSecurity、ExportSecurity など)のデ

バッグ・メッセージが、C:\Oracle\Middleware\user_projects

\epmsystem1\diagnostics\logs\planningの下に生成される PlanningCLU.log

と呼ばれるログ・ファイルに記録されます。デバッグ・レベルは、C:\Oracle

\Middleware\user_projects\epmsystem1\Planning\planning1の下にある

loggingCLU.xmlファイルで変更できます。

第 3 章「アクセス権の設定」

「セキュリティ・フィルタの管理」

アウトラインが変更されるたびに(動的な子が追加された、メンバー名が変更され

た、およびセキュリティが新規メンバーに割り当てられたなど)、「セキュリティ・

フィルタ」オプションを選択して、キューブのリフレッシュを実行することをお

薦めします。

「ビジネス・ルール・セキュリティの移行」

Oracle Hyperion Business Rules は、Planning でサポートされておらず、Oracle

Hyperion Calculation Manager が唯一のオプションであるため、「計算モジュール」

設定は「システム設定」ページから削除されました。

Readme 51



第 5 章「データおよびメタデータのロード」

「ロード・ファイルの生成」

注： Microsoft Excel で、アウトライン・ロード・ユーティリティのエクスポー

ト/インポートによって生成されたメタデータまたはデータの.csvファイル

を保存または変更する場合、Excel で.csvファイルの一部のフォーマット機

能が正しく処理されません。たとえば、アウトライン・ロード・ユーティ

リティでは POV メンバー情報を二重引用符内に配置し 1 つの列として処理

しますが、Excel では個別の列として POV メンバーを処理します。Excel で

ファイルを保存すると、POV メンバーの前後に引用符のセットが配置され、

上部ヘッダー行にカンマが追加されます。アウトライン・ロード・ユーティ

リティは、ファイルがインポートされたとき、これを有効なフォーマット

として認識しません。.csvエクスポート・ファイルは、メモ帳、ワードパッ

ドまたは他のテキスト・エディタで編集および保存することをお薦めしま

す。

「Planning アプリケーションからリレーショナル・データ・ソースへのメタ

データのエクスポート」

「アウトラインからリレーショナル・データ・ソースに別名とともにエクスポート

するプロパティ・ファイル」の例は、次に示すとおり更新する必要があります:

      /A:expe

/U:admin

/ERA

/D:Entity

/REQ:ENTITY_EXPORT_QUERY1

/C2A:AliasLabel

AliasLabel:(AliasTableName, Alias: reallyLongAliasTableName30Char)

ENTITY_EXPORT_QUERY1=Insert into Test(Member, Parent, AliasTableName) values (Member, 

Parent, Alias: reallyLongAliasTableName30Char)

   

前の例について、次のように仮定します:

l 「Test」テーブルには Member、Parent、AliasTableName の 3 つの列があり、

テーブルは空です。

l エンティティ次元には、ルート(Entity)の下に 1 つのメンバー e1 があります。

前のクエリーを実行すると、「Test」テーブルには 1 つのエントリが追加されま

す:
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表 4 「Test」テーブル出力

Member Parent AliasTableName

E1 エンティティ reallyLongAliasTableName30Char からの E1 別名

注： /C2Aまたはラベル・スイッチ(あるいはその両方)を使用して、Oracle リレー

ショナル表の 30 文字の列名制限に対処できます。たとえば、別名:

reallyLongAliasTableName30Char は 30 文字よりも長く、Oracle リレーショナ

ル表の列名として使用できません。

「アウトライン・ロード・ユーティリティのコマンド・ライン・パラメー
タ」

パラメータ: /S:server

新しい説明: 指定した場合、現在ログインしているサーバーです。指定しない場

合、localhost が使用されます。

「ファイルからのインポート」

l データをインポートするには、ロード次元を「次元」ドロップダウンで選択

する必要があります。

l 「次元」の場合、ユーザー定義次元(製品など)は、基本次元とともにドロップ

ダウンにリストされます。アプリケーションにユーザー定義次元があり、そ

のメタデータをロードする場合、ドロップダウンからユーザー定義次元を選

択します。ファイルにユーザー定義次元、たとえば NewProduct などのメタ

データが含まれており、これがアプリケーション内にまだ存在していない場

合、「新しい次元」、「ユーザー定義」の順に選択し、次に「NewProduct」を選

択します。Planning アウトライン・ロードは、NewProduct 次元を作成し、そ

のメタデータをロードします。

l 「コマンド・プロパティ・ファイル」インポート・オプションは、Planning ア

ウトライン・ロードの「ファイルからのインポート」画面から削除されまし

た。

l 「ドライバ・メンバーの指定」の場合、次の例を参照してください:

            Entity,Children(Account_Total), Plan1

         

l 「Essbase データの消去」はオプションです。データ値がセル内に存在し、イン

ポートされたデータにそのセルの値がない場合、既存のデータは上書きされ

ません。既存データを#missing 値で上書きするには、先にデータ・ブロックを

クリアし(すべてのセルが#missing となります)、データをこれらのセルにイン

ポートする必要があります。例:

            e2,IDescendants(Account_Total),"FY13,Current, BU Version_1,Jan,Local",Plan1
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「ファイルへのデータのエクスポート」

l Planning アウトライン・ロードの場合、「データのファイルへのエクスポー

ト」・ウィンドウでカンマ文字を使用してメンバー名を入力する際、二重引用

符を使用してメンバー名を囲ってください。複数のメンバー・リスト内の各

メンバーを、それぞれの二重引用符のセット内に配置する必要があります。

例:

            "e2,""e,2"""

         

            "Jan,""Feb,2"",Mar"

         

            "FY13,Current,""a,1A"",Local, BU Version_1"

         

l 「行メンバー」の場合、次の例を参照してください:

            Idescendants(Ent_Total)

         

l 「列メンバー」の場合、次の例を参照してください:

            Idescendants(YearTotal)

         

l 「POV メンバー」の場合、次の例を参照してください:

            FY13,Current, BU Version_1,account1,Local

         

第 6 章「フォームの管理」

この章の多数の項は、式バーが「レイアウト」タブのフォームの上に表示される

ように誤って説明しています。式バーを起動して、この場所から式を定義するこ

とができなくなりました。フォーム式を定義するには、次の手順を実行します

1. フォームで、「レイアウト」を選択して、式の行または列を選択します。

2. 右側の「セグメント・プロパティ」を展開し、「式」の近くの「編集」をク

リックします。

3. 「式」で、使用する関数(Count()、Max()および IfThen()など)を選択して、ド

キュメントの説明に従って式を構築します。

第 7 章「メンバー・セレクタの使用」、「代替変数の操作」

Oracle Hyperion Planning Administrator's Guide の第 7 章に、Oracle Essbase

Administration Services コンソールまたは ESSCMD を使用して代替変数に対する値

を作成し割り当てるように記載されています。これらの代替変数は、フォームの

メンバーを選択するときに、Planning で使用できます。

また、Planning 内でも代替変数への値を作成し割当てできます。
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ä Planning を使用して代替変数への値を作成し割り当てるには:

1 「管理」、「管理」、「変数」の順に選択します。

2 「代替変数」タブを選択します。

3 「アクション」をクリックして、「追加」を選択します。

4 「代替変数の追加」ページで、「プラン・タイプ」を選択します。

5 「名前」に、代替変数名を入力します。

6 「値」に、代替変数の値を入力します。

7 「OK」をクリックします。

ä Planning を使用して代替変数を削除するには:

1 「管理」、「管理」、「変数」の順に選択します。

2 「代替変数」タブを選択します。

3 削除する代替変数を選択します。

4 「アクション」をクリックして、「削除」を選択します。

5 「OK」をクリックします。

第 9 章「予算編成プロセスの管理」

「プランニング・ユニット階層のエクスポート」

エクスポート後、「エクスポート」または「完了」をクリックします。「エクスポー

ト」ではアクションが実行され、「完了」ではダイアログが閉じられます。

「プランニング・ユニット階層のインポート」

インポート後、「インポート」または「完了」をクリックします。「インポート」

ではアクションが実行され、「完了」ではダイアログが閉じられます。

「タスク・リストへのタスクの追加」

フォーム・タイプのタスクの場合、追加しているタスクに関連付けられている

フォームのみを選択できます。フォーム・フォルダは選択できません。

第 12 章「Planning アプリケーション管理の操作」

「次元の操作」

Oracle Hyperion Planning Administrator's Guide の表 69 の「入力」と呼ばれるタイ

ム・バランス・プロパティの例が正しくありません。ドキュメント内で、親の値

の連結が表示されるべき箇所で、親の値が子の値と同等に誤って表示されます。

次に、修正された例を示します:

1 月: 10、2 月: 10、3 月: 10、Q1: 30
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「プラン・タイプの指定」

アプリケーションの汎用的なプラン・タイプを 3 つまで指定できます。アプリケー

ションの作成中、1 つの BSO プラン・タイプを選択した場合、プラン・タイプ・

エディタから 2 つのタイプを合計 3 つまで追加できます。Oracle Hyperion Public

Sector Planning and Budgeting および Oracle Project Financial Planning ユーザーは、

Oracle Hyperion Workforce Planning または Oracle Hyperion Capital Asset Planning(あ

るいはその両方)のプラン・タイプを使用する必要があり、これらのプラン・タイ

プが 3 つの汎用合計にカウントされないようにタグ付けされていることを確認す

る必要があります。Planning では、合計 3 つの汎用プラン・タイプ、および各 BSO

データベースに 1 つの ASO データベース、さらに連結を目的に 1 つの追加の ASO

データベースを使用できます。

「Planning の集約ストレージ・アウトラインの制約事項」

l 集約ストレージ・アウトライン(ASO)機能を Planning で使用するには、適切な

使用ライセンスが必要です。

l セキュリティ・フィルタの作成およびリフレッシュは、ASO データベースで

サポートされていません。これは、サード・パーティのソースの ASO データ

ベースからデータを取得できないことを意味します。データは、Planning を介

して直接取得するか、または Financial Reporting の場合、Oracle Hyperion

Planning ADM ドライバを介してのみ取得できます。

付録 C「フォーム式関数」、「式関数」

式の行に@IDESC が含まれている場合、合計には親とその子孫がすべて含まれま

す。

たとえば、フォームは、次の行(および各メンバーの子)で作成されます:

IDESC("Mem1")、IDESC("Mem2")、IDESC("Mem3")、IDESC("Mem4")

式の行が次の式で追加される場合:

SUM(ROW[1],ROW[2],ROW[3],ROW[4])

フォームがデータ・エントリのために開かれたとき、式の行によりすべての親と

その子の合計が戻されます。

付録 D「スマート・ビューを使用したプランニング・メタデー

タのインポートおよび編集」、「スマート・ビューでの共有メ
ンバーの指定」

共有データ・ストレージ・オプションは、Oracle Hyperion Smart View for Office の

通貨次元のメンバーに使用できません。
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Planning ユーザー・ガイド

サブトピック

l 第 10 章「プランニング・ユニットの管理」、プランニング・ユニット詳細画面での新規タ

ブ付きレイアウトの採用

l 第 11 章、「ユーザー・プリファレンスの設定」、「 も 近アクセスしたページの記憶」

第 10 章「プランニング・ユニットの管理」、プランニング・

ユニット詳細画面での新規タブ付きレイアウトの採用

「承認の管理」画面でプランニング・ユニットの詳細を表示する場合、「履歴」お

よび「注釈」のタブを表示する新しいタブ付きレイアウトがあります。「履歴」タ

ブには、プランニング・ユニット承認ステータス、所有者、前回のアクションお

よびステータスが変更された日付が表示されます。「移動パス」ボタンが「履歴」

タブに移動され、「リフレッシュ」ボタンが追加されました。「注釈」タブを使用

すると、既存の注釈のタイトル、作成者、日付、およびテキストを表示でき、新

しい注釈を追加できます。

第 11 章、「ユーザー・プリファレンスの設定」、「 も 近ア

クセスしたページの記憶」

「 も 近アクセスしたページを記憶」オプションは、「表示オプション」プリファ

レンスでは有効ではありません。

Project Financial Planning ユーザー・ガイド

サブトピック

l 第 7 章「要員のプランニング」

l 第 12 章、「財務分析の実行」、「エンティティのターゲットの設定」

l 付録 C「データおよびメタデータのインポート」

第 7 章「要員のプランニング」

採用予定(TBH)のユーザー・インタフェース・ラベルが変更されました。旧ラベ

ルと新規ラベルは次のとおりです:

表 5 TBH の旧ラベルと新規ラベル

旧 新規

採用予定の追加 採用要請の追加

採用予定の削除 採用要請の削除

ドキュメントには、今後のドキュメントの更新で名前の変更が反映されます。
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第 12 章、「財務分析の実行」、「エンティティのターゲットの

設定」

前年の実績データを参照して各エンティティのターゲット値を設定することがで

き、また手動でターゲット値を入力することもできます。前年の実績データがあ

る場合、非常に高いレベルまたはエンティティごとの要約レベルでターゲットを

設定できます。

高いレベルのターゲット値を設定するには、次のリレーショナル・テーブルにデー

タをインポートできます:

l エンティティ・レベルで人数の値をロードするには、

HSP_I_PFP_ENTITY_LEVEL_ACTUALS テーブルを使用して、必要なエンティ

ティ、年、期間および通貨の人数の値を入力します。

HSP_I_PFP_ENTITY_LEVEL_ACTUALS テーブルの詳細は、「エンティティ・レ

ベルの実績のインポート・テーブルの説明」を参照してください。

l エンティティ・レベルの売上原価の値をロードするには、

HSP_I_PFP_PROJECT_EXPENSES テーブルを使用して、実績、 終および未指

定のプロジェクト交差で、必要なエンティティ、年、期間および通貨の売上

原価の値を入力します。

HSP_I_PFP_PROJECT_EXPENSES テーブルの詳細は、「プロジェクト支出テー

ブル」を参照してください。

l エンティティ・レベルの売上収益の値をロードするには、

HSP_I_PFP_PROJECT_REVENUE テーブルを使用して、実績、 終および未指

定のプロジェクト交差で、必要なエンティティ、年、期間および通貨の売上

収益の値を入力します。

HSP_I_PFP_PROJECT_REVENUE テーブルの詳細は、プロジェクト収益テーブ

ルを参照してください。

付録 C「データおよびメタデータのインポート」

「ロード要件と推奨事項」

次の点を修正する必要があります:

l 誤: すべてのパーセンテージ値は 100 で割った後に入力する必要があります。

たとえば、パーセンテージ値 30%を追加する場合、.csvファイルに値 0.3を

入力する必要があります。

l 正: すべてのパーセンテージ値は 100 で除算せずに入力する必要があります。

たとえば、30%のパーセンテージ値を追加する場合、必要なテーブル列に値 30

を入力します。

「エンティティ・レベルの実績のインポート・テーブルの説明」

次の点を更新する必要があります:

正: HSP_I_PFP_ENTITY_LEVEL_ACTUALS テーブルを使用して、人数などのエン

ティティ・レベルの実績データをロードします。
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HSP_I_PFP_ENTITY_LEVEL_ACTUALS テーブル内にロードされる人数のみをサ

ポートします。

Public Sector Planning and Budgeting ユーザー・ガイ
ド

サブトピック

l 第 11 章「意思決定パッケージと予算要求の操作」

l 第 12 章「レポートおよび予算台帳の使用」

第 11 章「意思決定パッケージと予算要求の操作」

予算要求タイプが報酬予算策定に与える影響

このガイドは、予算要求の両方のタイプで職階に許可されているアクションに関

する不正なまたは矛盾する情報を提供します。

l 繰返し予算要求で作成された職階が、後に非繰返し予算要求で使用された場

合、転送または終了できません。

l 非繰返し予算要求で作成された職階は、繰返し予算要求で転送または終了で

きません。

l 非繰返し要求で作成された職階が、別の非繰返し予算で使用され、両方の予

算要求の終了日付が同じ場合、転送または終了できます。

承認ための意思決定パッケージの送信および移動パスの表示

「承認の管理」画面で意思決定パッケージを送信および移動するために使用するプ

ランニング・ユニットの詳細を表示する場合、提供されているタブを使用して履

歴および注釈を表示できます。「履歴」タブを使用すると、次のことを行えます:

l 意思決定パッケージに関連付けられた各プランニング・ユニット、所有者、

前回のアクションのステータスの表示。「移動パス」ボタンも「履歴」タブに

移動され、「リフレッシュ」ボタンが追加されました。

l 対応するボタンを使用した移動パスへのアクセスおよびリフレッシュ

「注釈」タブを使用すると、既存の注釈のタイトル、作成者、日付、およびテキス

トを表示でき、新しい注釈を追加できます。

第 12 章「レポートおよび予算台帳の使用」

次に示す事前定義済の Oracle Hyperion Financial Reporting レポートの説明を、次の

説明と置き換えてください:

l 空き職階: すべての空き職階、その数および報酬詳細と支出を年ごとに表示し

ます。報酬支出のない職階は表示されません。
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l 職階-従業員の関連付け: ジョブ、職階、合計工数を含むすべての従業員と職階

の割当てを要約します。

『Workforce Planning 管理者ガイド』、第 4 章、「新規
採用の追加」
給与の別名テーブルを作成し、新規採用を追加する次の手順を実行します:

ä 新規採用を追加するには:

1 別名テーブルを作成し、勘定科目次元の等級メンバー別の平均給与に対して形式

(等級 -n)で別名を定義し、データベースをリフレッシュします。

これにより、給与を新規採用に割当てできます。Oracle Hyperion Planning

Administrator's Guide の別名テーブルの操作に関する項を参照してください。

2 「要員プランニング」タスク・リストから「新規採用の追加」を選択します。

3 「3.00 新規採用要求」マスター詳細フォームの入力を完了します。

4 「新規採用 - 要求」タブからショートカット・メニューを使用して、採用要請の追

加、報酬の計算、および要請のステータスの変更を実行します。

ドキュメントのフィードバック
次の電子メール・アドレスに製品のドキュメントに対するフィードバックを送信

します。

EPMdoc_ww@oracle.com

次のソーシャル・メディア・サイトの EPM Information Development をフォローし

てください:

l YouTube: http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts

l Google+: https://plus.google.com/106915048672979407731

l Twitter: https://twitter.com/HyperionEPMInfo

l Facebook: https://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642

l LinkedIn: http://www.linkedin.com/groups?home=&gid=3127051&trk=anet_ug_hm

アクセシビリティの考慮事項
障害のあるお客様にオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメンテー

ションをご利用いただくために、Oracle(R) Essbase Spreadsheet Add-in では、アクセ

シビリティ機能をサポートしています。EPM System 製品は、製品のアクセシビリ

ティ・ガイドに記載されているアクセシビリティの機能をサポートします。この

ガイドの 新版は、Oracle Technology Network の Oracle Enterprise Performance

Management System Documentation Library(http://www.oracle.com/technology/

documentation/epm.html)にあります。
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また、この Readme ファイルは HTML 形式で表示できます。
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